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決算審査特別委員会会議録 

 

平成２５年１１月８日 金曜日 

  午後１時００分開議 

  午後３時５７分閉議（実時間１６４分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第９７号・平成２４年度八代市一般会

計決算ほか１１件 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  友 枝 和 明 君 

副委員長  前 川 祥 子 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  福 嶋 安 徳 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  堀   徹 男 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

委  員  村 川 清 則 君 

委  員  百 田   隆 君 

委  員  幸 村 香代子 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       江 﨑 眞 通 君 

 会計管理者兼会計課長 有 田 俊 二 君 
 
 健康福祉部長兼 
            上 田 淑 哉 君 
 福祉事務所長 
 

  国保ねんきん課長  中 村 伸 也 君 
 
  国保ねんきん課長補佐 
            岩 瀬 隆 敏 君 
  兼保険税係長 
 
 
  国保ねんきん課副主幹 
            丸 山 尊 司 君 
  兼医療給付係長 
 

 

 
  国保ねんきん課 
            北 田   剛 君 
  医療給付係主任 
 

  はつらつ健康課長  蒲 生 尚 子 君 

  長寿支援課長    小 林 眞 二 君 
 
  長寿支援課長補佐 
            野 田 章 浩 君 
  兼地域支援係長 
 
 
  長寿支援課長補佐 
            西 田 裕 一 君 
  兼審査認定係長 
 
 
  長寿支援課 
            吉 田   浩 君 
  介護給付係長 
 

 総務部 

  納税課長      辻 本 士 誠 君 

                              

○記録担当書記     小 川 孝 浩 君 

            松 本 和 美 君 

 

（午後１時００分 開会） 

○委員長（友枝和明君） こんにちは。（｢こ

んにちは」と呼ぶ者あり） 

 定刻となり、定足数に達しておりますので、

ただいまから決算審査特別委員会を開会いたし

ます。 

                              

◎議案第９７号・平成２４年度八代市一般会計

決算ほか１１件 

○委員長（友枝和明君） それでは、これより

議案第９７号から同第１０８号まで、すなわ

ち、平成２４年度八代市一般会計決算及び同各

特別会計決算の１２件を議題といたします。 

 それから、本日、審査に入ります前に、１１

月の６日の本委員会で審査の際、福嶋委員より

資料の請求がございましたシルバー人材センタ

ー運営費補助事業及びごみ収集管理事業に関す

る資料をお手元に配付しておりますので、後ほ

ど御一読ください。 

 それでは、本日は、議案第９８号から同第１

００号まで、すなわち平成２４年度八代市国民

健康保険特別会計決算、平成２４年度八代市後

期高齢者医療特別会計決算、平成２４年度八代
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市介護保険特別会計決算について審査を行う予

定でおりますので、御協力をよろしくお願いい

たします。 

                              

◎議案第９８号・平成２４年度八代市国民健康

保険特別会計決算 

○委員長（友枝和明君） まず、議案第９８号

・平成２４年度八代市国民健康保険特別会計決

算について、歳入歳出一括して説明を求めま

す。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（友枝和明君） 上田健康福祉部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）健康福祉部の上田でございます。 

 国民健康保険特別会計の審査にお入りいただ

きます前に、私のほうから健康福祉部が所管い

たします国民健康保険、後期高齢者医療及び介

護保険、そして診療所のそれぞれの特別会計の

決算について総括させていただきます。 

 その後に各担当課長が説明させていただきま

すけども、一部重複する部分があるかと思いま

すが、御了承いただきたいと思います。 

 座って説明をさせていただきます。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 まず、この特別会計歳入歳出決算書の、Ａ４

の縦長の部分をちょっと、この２ページ、３ペ

ージをお開きいただきたいと思います。 

 まず、一番上の総括表というのがありますけ

ど、その下に国民健康保険特別会計というのが

あります。会計別で並べてありますけども。こ

の国民健康保険特別会計につきまして、歳入総

額につきましては、１８１億４６５１万８００

０円となり、前年度決算と比較いたしますと２

億７３４６万４０００円、率にして１.５ポイ

ントのプラス、その横の歳出総額では、支出済

額で合計の１７９億８７５２万４０００円とな

り、対前年度比２億８４５０万２０００円、

１.６ポイントのプラスとなっております。 

 依然として、本市の国民健康保険におきまし

ては、長引く経済不況に伴う国保加入者の所得

の減少や少子化の進行に伴う被保険者の若年層

の減少などにより税負担能力が低下する一方

で、被保険者の高齢化や医療技術の高度化など

を要因とした１人当たり医療費の増大により、

財政運営は大変厳しいものとなっております。 

 そのようなことからも、医療費の適正化ある

いは生活習慣病の予防、特に特定健診につきま

しては、未受診者への直接的な働きかけやさま

ざまな広報周知などを実施いたしております。 

 その成果もあり、平成２４年度の受診率は前

年度を０.６ポイント上回る３３.８％となって

おります。 

 しかしながら、市民の皆様の健康づくりを推

進するためには、これに甘んじているわけにい

きません。引き続き知恵を出し合いながら、受

診率向上に向けて努力してまいりたいと考えて

おります。 

 そのほかにも、ジェネリック医薬品の推奨や

人工透析などの重症化予防のための保健指導を

徹底しているところであります。 

 他方、国民健康保険税の収納率につきまして

も、経済不況が続く中、関係課の努力により現

年度課税については前年度の収納率を維持した

９３.２％となっております。 

 今後も安定的な税収の確保に向けて関係課と

一緒になって努力していかなければならないと

考えております。 

 なお、国民健康保険の運営につきましては、

現在の市町村単位では非常に厳しい状況があり

ますので、今般、政府の社会保障制度改革国民

会議で、平成２９年度を目途に、保険者の都道

府県への移行が明記されたところであります。 

 また、来年度からの消費税率３％引き上げに
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伴う増収分を、まずは国保税軽減世帯の拡充に

５００億円を投入する方針が明らかになり、さ

らに１７００億円を今後保険者への支援に投入

する予定としているようでございますので、そ

の際はきちんと対応できるようにですね、準備

してまいりたいと考えております。 

 次に、その下のほうになりますけど、後期高

齢者医療特別会計につきましては、歳入総額が

１６億２１４５万７０００円で対前年度比３.

６ポイント、歳出につきましては１５億９１５

７万７０００円となり、対前年度比の３.４ポ

イントのプラスとなっております。 

 この後期高齢者医療は、熊本県後期高齢者医

療広域連合が運営しておりますが、国保の加入

者が減少する一方で、７５歳以上の後期高齢者

は増加傾向にあり、それに伴う医療費も増大し

続けております。そのため、本市が広域連合に

納める納付金につきましても増加の傾向にある

ところであります。 

 なお、高齢者医療制度改革は社会保障制度改

革国民会議の最終報告書では、現行制度を基本

としながらも、必要な改善を行うことが適当で

あると結論づけてありまして、引き続き今後の

国の動きに注目してまいりたいと思います。 

 なお、国民健康保険特別会計、後期高齢者医

療特別会計ともに国保ねんきん課中村課長より

説明させていただきます。 

 次に、その上から３段目にあります介護保険

特別会計につきましてですが、歳入総額１２７

億９１５６万円となり、対前年度比で５億６０

６１万円、４.６ポイントの伸び、一方、歳出

総額は１２７億６５０１万６０００円となり、

対前年度比５億６１０４万、同じく４.６ポイ

ントの伸びとなっております。 

 平成１２年度の介護保険制度導入以来、本市

におきましては、急速な高齢化の進行とともに

要介護及び要支援認定者もふえ続け、対前年度

比１３３名増の７８８４名となっております。

とりわけ全国的な傾向でありますが、要介護１

以下の軽度認定者の増加が顕著となっておりま

す。 

 このままで推移していきますと、介護保険財

政も来年の平成２６年度には１３０億円を超え

ることが予想されます。 

 これらのことから、国においては軽度認定の

要支援者を介護保険給付の対象から除外し、市

町村事業として実施する法改正が予定されてい

るところであります。それでもなお、介護保険

財政は厳しい運営を迫られることになると思わ

れますので、社会保障制度改革の中での国の財

政支援を期待する一方で、要介護状態に陥らな

いよう高齢者みずから気軽に取り組むことので

きる介護予防や生きがいづくり、あるいは若い

ときからの健康づくりの推進に力を入れていか

なければならないと考えております。 

 一方では、要介護状態となっても住みなれた

地域で可能な限り自立した生活が送れるよう、

地域密着型サービスの推進と適正な介護給付サ

ービスの提供に努めてまいるとともに、さらな

るサービスの質の確保に向けて事業者等への周

知啓発を行ってまいりたいと思います。 

 次に、きょうの予定ではありませんけれど

も、診療所特別会計についても総括をさせてい

ただきます。 

 この２ページの下から３段目になりますけど

も、本市が所管する診療所は、泉校区の下岳地

区にあります下岳診療所、五家荘地区にありま

す椎原診療所、そして、柿迫地区にあります泉

歯科診療所の３診療所です。 

 下岳診療所は、委託先の民間の診療所から医

師が来て、毎週火曜日と金曜日に診察するもの

です。 

 また、泉歯科診療所は、毎週土曜日に民間の

歯科診療所から歯科医に来ていただいておりま

す。 

 椎原診療所につきましては、県から自治医科
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大出身の医師を派遣していただき、常駐の上、

五家荘地域住民の医療をお願いしております。 

 平成２４年度は、歳入歳出とも８２３９万４

０００円で対前年度比で２.２ポイントの増と

なっておりますものの、診療所事業収入では、

前年度より約４１０万円、８.９ポイントのマ

イナスとなっております。 

 その一方で、一般会計からの繰入金は対前年

度比で約４００万、１６.３ポイントのプラス

となっておりますが、これは、先日も申し上げ

ましたけれども、地域の人口減少に伴う診療保

険収入の減額が大きな要因となっていると考え

られます。 

 なお、地方における医師不足が懸念されてお

りますが、泉地区は過疎化が進むとともに高齢

化の進行も著しいものがあります。 

 そのような中で、椎原診療所については、五

家荘という地域性に鑑み、地域住民の適正な医

療を確保するためにも引き続き医師の常駐を働

きかけてまいりたいと思います。 

 以上、健康福祉部が所管します特別会計決算

の総括とさせていただきます。 

 なお、介護保険特別会計を長寿支援課小林課

長より、また診療所特別会計については泉支所

市民福祉課本田課長より説明させていただきま

すので、よろしく御審議いただきますようお願

いします。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） 委員長。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。国

保ねんきん課長の中村です。よろしくお願いし

ます。 

 座って説明させていただきます。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） それで

は、議案第９８号・八代市国民健康保険特別会

計歳入歳出決算につきまして御説明を申し上げ

ます。 

 歳入につきましては、八代市特別会計歳入歳

出決算書で、歳出につきましては、平成２４年

度における主要な施策の成果に関する調書及び

土地開発基金の運用状況に関する調書にて御説

明いたします。 

 なお、説明は１０００円未満切り捨て、１０

００円単位で御説明申しますので、御了承よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、平成２４年度における主要な施策

の成果に関する調書（その３）をお願いいたし

ます。 

 ４１１ページをお願いいたします。 

 特別会計国民健康保険の歳入歳出の一覧表で

ございます。 

 この表の下段、合計の行に（Ａ）とございま

すところ、歳入の決算額は１８１億４６５１万

８０００円、同じく右側に（Ｂ）とございます

ところ、歳出決算額は１７９億８７５２万５０

００円でございまして、その下、歳入歳出差し

引き額は１億５８９９万３０００円でございま

す。歳入の予算額に対します割合は９７.５７

％、調定額に対します割合は９３.５６％とな

っております。 

 それでは、歳出の主なものについて御説明い

たします。 

 右側の歳出欄の決算額をごらんいただきたい

と思います。 

 まず、科目１・総務費で２億１０３９万９０

００円。内訳でございますが、（１）一般管理

費の１億７９７９万円は、職員の人件費や保険

証及び納税通知書の発行に要する事務費などで

ございます。 

 （２）連合会負担金は、国保連合会が行う事

業などの経費に対する負担金でございます。 

 （３）納税奨励費２３９３万４０００円は納

税相談員１３名分の人件費でございます。詳細

につきましては後ほど事務事業評価にて御説明
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いたします。 

 （４）運営協議会費１４万８０００円は国保

事業の運営に関する重要事項を御審議いただく

国民健康保険運営協議会に係る委員報酬などで

ございます。 

 次の科目２・保険給付費は１１８億３９５７

万９０００円でございます。国保事業の根幹を

なす事業でありますが、決算額は前年度から約

６４００万円減少しております。これは被保険

者数の減少によるものと考えられます。 

 （１）療養諸費１０３億６３４２万１０００

円は、被保険者の医療機関で受診された場合、

窓口負担分を除いた、いわゆる保険者負担分で

ございます。 

 （２）高額療養費１３億９４１６万３０００

円は、一月当たりの医療費が高額となった場合

に、その世帯の収入に応じて定められた自己負

担額を超えた分を申請により払い戻すものでご

ざいます。 

 （５）出産育児諸費７４８７万６０００円

は、加入者が出産されたときに一時金として子

供一人当たり３９万円、産科医療補償制度加入

の場合は４２万円を給付するもので、１７８件

分でございます。 

 （６）葬祭諸費６７２万円は、加入者が死亡

されたときに、その葬祭を行った方に対して一

人当たり３万円を支給するもので、２２４件ご

ざいました。 

 なお、保険給付費に係る予算執行率は９５.

６％でございます。 

 次に、科目３・後期高齢者支援金は２０億９

０２８万９０００円で、これは、後期高齢者医

療制度に対する本市国保保険者としての負担分

でございます。 

 次の科目４・前期高齢者納付金は２１６万７

０００円でございます。これは、平成２０年４

月の医療制度改革により新設されたもので、６

５歳から７４歳までの前期高齢者の医療費につ

いて、制度上発生する医療保険制度間の財政的

な不均衡を調整するために納付するものでござ

います。 

 次に、科目６・介護納付金は９億５９１０万

４０００円で、４０歳から６４歳までの介護保

険２号被保険者分の納付金でございます。 

 次の科目７・共同事業拠出金は２４億３６３

４万円でございます。これは国保連合会が事業

主体となり、高額な医療費の急増など不安定要

因の緩和や財政の安定化を目的として、県内市

町村、保険者が共同して行う事業への拠出金で

ございます。 

 次の科目８・保険事業費は１億３２７７万円

でございます。詳細は後ほど御説明いたします

が、（１）特定健診８３８７万７０００円は、

４０歳から７４歳までの国保加入者を対象とし

てメタボリックシンドロームに着目した健診を

行う特定健診事業と健診の結果、生活習慣の改

善が必要な方への指導を行う特定保険指導事業

の２つの事業に要しました費用でございます。 

 次の（２）上記以外の保険事業費４８８９万

３０００円は、主にレセプト点検や重複頻回受

診者への訪問相談などの医療費適正化事業、脳

ドック、はり・きゅう助成などの疾病予防事業

等に要した費用でございます。 

 次の、諸支出金は３億１６７７万３０００円

でございますが、主なものは償還金で平成２３

年度に概算で交付されました国からの負担金等

につきまして、実績に基づき超過分を返還した

ものでございます。 

 次の４１２ページは医療費の状況でございま

す。 

 平成２４年度の本市の国保におけます医療費

総額は、表の右側の療養諸費合計欄に記載して

おりますけど、費用額１４２億６０万６０００

円でございます。 

 前年度と比較しますと、０.９７％減少して

いるところですが、ここ数年の動向を見ます
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と、平成２０年度が約１３６億円でございまし

たけれども、平成２４年度は１４２億円とな

り、約４％伸びております。 

 一方、被保険者の数は徐々に減少しておりま

して、平成２４年度４万１８８２人でございま

すけれども、平成２０年度は４万４３４９人

で、約二千四、五百人減少しております。約６

％減少しております。 

 １人当たりの医療費でございますけれども、

平成２０年度約３０万８０００円でございまし

たけれども、平成２４年度は、表にも記載して

おりますけれども約３３万９０００円となり、

約１０％伸びております。 

 今後、いわゆる団塊の世代の方々が社会保険

から国保へ加入されるなど、高齢者の加入率が

急速に高まることによる医療費の増加が見込ま

れると思われます。 

 それでは、引き続き、個別の事業について御

説明いたします。 

 次の４１３ページをお願いします。 

 納税奨励事業でございます。 

 この事業は納税相談員を設置することにより

まして、国保税等の収納率の向上を目的とした

事業でございます。 

 戸別訪問による滞納者への納税相談や収納、

口座振替の推進などを行い、収納率の向上を図

っております。 

 なお、国保ねんきん課と納税課で行っており

ましたこの業務につきましては、平成２５年度

以降は納税課に一元化し、国保特別会計の事業

としては終了し、一般会計の事業に移管してお

ります。 

 平成２４年度の決算額でございますが、２３

９３万３０００円は納税相談員１３名分の報酬

と社会保険料でございます。なお、財源は一般

会計からの繰入金でございます。 

 活動の実績といたしましては、国保税その他

市税を合わせました収納額が２億９９９４万４

０００円でございました。 

 次の４１１ページ、今後の方向性でございま

すが、納税相談員のあり方としては、高齢者独

居世帯等の弱者対策として必要不可欠でありま

すが、コンビニ収納など各種収納方法の検討や

口座振替の推進など、納税者の利便性と収納率

の向上を図る上で、納税相談員の人員、業務体

制を見直し、整理していく必要があるとしてお

ります。 

 次に、４１５ページをお願いします。 

 医療費適正化推進事業でございます。 

 この事業は医療費の適正化を図り、国保財政

の健全化に資することを目的に、医療機関から

の診療報酬明細書でありますレセプトの点検

と、新薬から後発医薬品でありますジェネリッ

ク医薬品への切りかえを促す事業でございま

す。 

 レセプト点検につきましては、医科・調剤レ

セプト等の点検等を民間の専門業者に委託実施

し、また、ジェネリック医薬品に関しまして

は、ジェネリック医薬品希望カードつきパンフ

レットを国保の被保険者証の一斉更新時に配付

いたしております。また、処方されているお薬

をジェネリックに切りかえた場合、自己負担額

がどれくらい軽減できますか試算した差額通知

を、軽減額が１００円以上となる方を対象に年

２回、差額通知をお知らせしております。 

 平成２４年度の決算額は２０２万３０００円

で、レセプト点検等の業務委託１４０万３００

０円のほか、ジェネリック医薬品の希望カード

作成及び発送のために要した経費でございま

す。国県支出金の２７万５０００円は県からの

特別調整交付金でございます。 

 活動指標といたしまして、レセプト点検委託

件数は６７万９１０３枚、ジェネリック差額通

知書の送付件数は８４０５件でございました。 

 今後の方向性といたしましては、国が作成し

ましたジェネリック使用促進のためのロードマ
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ップに示されておりますけれども、平成３０年

度までに目標率を６０％にするという目標がご

ざいますので、その目標達成に向け、さらなる

普及推進を図る必要があるといたしておりま

す。 

 次に、４１７ページをお願いします。 

 国保保険指導事業でございます。 

 生活習慣病の重症化、合併症の予防を図り、

さらに適正受診の啓発等により、医療費の抑制

のため日常生活指導を実施するものでございま

す。 

 保健師により、一月に４カ所以上の異なる医

療機関もしくは同じ診療科を２カ所以上受診し

ておられる重複受診者や一月に同じ医療機関を

１５回以上受診しておられる頻回受診者に対し

て個別訪問し、療養上の日常生活指導及び適正

受診に関する指導や服薬指導等を行うととも

に、自主的な健康づくりを支援しております。 

 平成２４年度の決算額は１５６万円となって

おります。 

 非常勤職員の賃金が主なもので、戸別訪問い

たしました件数は重複受診が１５７人、頻回受

診者が６１人でございました。 

 ４１８ページの成果指標にあります、上の

表、上段ですけれども、訪問指導後の１人当た

りの半年間の医療費でございますけど、削減額

は平均２万２０８８円となっております。 

 今後の方向性といたしましては、さらに医療

費削減につながりますように、訪問件数をふや

したり、指導内容を工夫するなど事業効果を高

める対策を考えながら取り組むことといたして

おります。 

 ４１９ページをお願いします。 

 疾病予防事業でございます。 

 医療費の適正化を図り、国保事業の健全運営

に資するために、疾病の早期発見及び症状の緩

和、医療費に係る啓発活動等に関する各種事業

を実施しております。 

 １年間無受診であった世帯を健康優良家庭と

して表彰したり、脳ドック費用として１人１万

５０００円の助成や、はり・きゅう等の施術に

対し、年１５回を上限に１回当たり１０００円

を助成いたしております。 

 また、適正受診の推進及び医療機関等による

診療報酬等の不正防止を図るため、被保険者に

対しまして、受診日数や医療費の額をお知らせ

する医療費の通知を年４回発送するなど、事業

を実施しております。 

 平成２４年度の決算額は４４８２万６０００

円で、健康優良家庭表彰記念品代として７５５

世帯４５０万８０００円、はり・きゅう等の助

成としまして９２５１件、９２５万１０００

円、脳ドック助成といたしまして６２１人の方

に９３１万５０００円などを支出いたしており

ます。 

 今後の方向性といたしましては、この事業は

保険者の健康の保持、増進及び医療費に対する

意識を高めることを目的にしておりますので、

また、脳ドックやはり・きゅう施術の助成と、

既に被保険者に定着しておりますことから、事

業内容の周知にまたさらに取り組み、事業の効

果を高め、医療費の適正化につなげるように実

施することといたしております。 

 次に、４２１ページ、特定健診事業でござい

ますが、これは、糖尿病等の生活習慣病、特に

メタボリックシンドロームの該当者、予備軍を

減少させるために、保健指導が必要な方を的確

に抽出し、生活習慣の改善と生活習慣病の予防

を目的とするものでございます。 

 高齢者の医療の確保に関する法律により、平

成２０年４月から４０歳から７０歳までの国民

健康保険加入者を対象に、メタボリックシンド

ロームに着目した生活習慣病予防のための健康

審査及び保健指導の実施が医療保険者の役割と

して義務づけられ、虚血性心疾患、脳血管疾患

等の発症リスクが高い該当者及び予備軍を的確
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に抽出するための健診内容で、生活習慣病予防

のための保健指導を必要とする方を抽出するた

めに実施するものでございます。 

 決算額は７７４４万円で、特定健康診査委託

料が主なものでございます。 

 国県支出金の３９３５万６０００円は国県同

額１９６７万８０００円を収入いたしておりま

す。 

 次のページ、今後の方向性でございますけれ

ども、糖尿病の有病者、予備軍を減少させるた

めには自己負担金の軽減や受診者全員の無料化

等、検討の余地があるものと考えられます。 

 なお、糖尿病等の生活習慣病、特にメタボリ

ックシンドロームの該当者予備軍を減少させる

ことができるよう保健指導が必要な方を的確に

抽出し、生活習慣の改善と生活習慣病予防を図

ってまいることといたしております。 

 次に、４２３ページ、特定保健指導事業でご

ざいます。 

 動脈硬化の原因となるメタボリックシンドロ

ームの方に対して、生活習慣改善等の保健指導

を早期に介入することで、糖尿病や心筋梗塞、

脳梗塞等の疾病を未然に防ぎ、疾病発症及び重

症化を予防することを目的とするものです。 

 事業の内容は、健診結果質問票から生活習慣

の改善が必要な積極的支援、動機づけ支援の対

象者を抽出し、生活習慣の改善を図るため、保

健指導を行うものです。 

 また、保健指導では健診結果により自分の体

の状態を知り、生活を振り返り、生活習慣改善

の行動目標を設定するとともに、その行動目標

が実践できるように支援を行うものでございま

す。 

 決算額は６３６万６０００円で、特定保健指

導委託料が主なものでございます。６４３万６

０００円です。済みません。 

 次のページ、今後の方向性といたしまして、

生活習慣病の重症化予防に取り組むためには特

定保健指導だけではなく、特定保健指導の対象

とならない、情報提供の、ハイリスクの方に対

しても保健指導が必要ということで、保健増進

事業の中で取り組むことといたしております。 

 以上、事務事業評価についての説明を終わり

まして、引き続き、歳入について御説明いたし

ます。 

 歳入につきましては、八代市特別会計歳入歳

出決算書に基づき御説明いたします。 

 決算書の１６、１７ページをお願いいたしま

す。 

 金額につきましては、右ページの右から４列

目、収入済額、１７ページでございますけれど

も、収入済額の欄で御説明いたします。 

 なお、歳出同様、単位につきましては１００

０円単位、１０００円未満切り捨てで説明しま

すので、よろしくお願いします。 

 第１款・国民健康保険税は３４億７４２９万

２０００円でございます。 

 項１・国民健康保険税、目１・一般被保険者

国民健康保険税の収入済額は３２億５４８６万

２０００円で、節１から節３までは現年課税

分、節４から節６までは過年度分、滞納繰越分

でございます。 

 これらの一般被保険者に係る収納率につきま

しては、現年度分で９２.８５％、滞納分で１

１.６％となっております。 

 目２・退職被保険者等国民健康保険税の収入

済額は２億１９４３万円でございます。目１と

同様に、節１から節３までは現年課税分、節４

から節６までは滞納繰越分でございます。 

 これらの退職被保険者に係る収納率につきま

しては、現年度分で９７.２２％、滞納分で１

８.７％となっております。 

 なお、国保税収入済額は前年度に比べ約１８

６１万円、率にして０.５３％減少しておりま

すけれども、一般と退職を合わせた現年課税分

の収納率は、９３.１２％で、前年度の９３.１
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０％から０.０２％向上いたしております。 

 次に、１８ページ、１９ページをお願いしま

す。 

 第２款・使用料及び手数料、項１・手数料、

目１・督促手数料は３３８万７０００円でござ

います。 

 第３款・国庫支出金は５２億６６８４万４０

００円でございます。 

 項１・国庫負担金、目１・療養給付費等負担

金は３３億７４９４万６０００円でございま

す。これは、一般被保険者の療養給付費等の費

用に対しまして３２％が国から概算交付される

ものでございます。 

 目２・高額医療費共同事業負担金は８４５７

万１０００円でございます。これは、高額医療

費共同事業医療費拠出金に係る国の負担金でご

ざいます。負担割合は、対象となる拠出金の４

分の１となっております。 

 次の目３・特定健康診査等負担金は２２６８

万３０００円でございます。これは、特定健診

事業、特定保健指導事業に係る国の負担金で、

ともに負担割合は対象経費の３分の１となって

おります。 

 項２・国庫補助金は１７億８４６４万３００

０円でございます。 

 目１・財政調整交付金１７億８２０１万４０

００円で、節１・普通調整交付金１３億２７９

６万８０００円と節２・特別調整交付金４億５

４０４万６０００円となっております。 

 普通調整交付金は各市町村の財政力の不均衡

を調整するために、また、特別調整交付金は各

市町村保険者の特別事情や特別な事業の実施に

対して、国から交付されるものでございます。 

 目２・国民健康保険出産育児一時金補助金１

８万円は、平成２１年１０月の制度改正により

まして出産育児一時金が４万円引き上げられま

したことから、平成２４年度は引き上げ額の４

分の１の補助となっております。 

 目３・高齢者医療制度円滑運営事業費補助金

２４４万９０００円は、７０歳から７４歳まで

の被保険者の一部負担割合は本来２割とされて

いますところを、特例措置で１割になっている

ことに伴いまして、高齢者受給者証の再交付に

要した費用に対する概算補助でございます。 

 第４款・療養給付費等交付金でございます

が、次の２０、２１ページをお願いします。 

 項１・療養給付費等交付金１０億６７８６万

６０００円は、退職者療養給付費等負担分でご

ざいます。これは、退職者の医療費に充てるた

めに、社会保険診療報酬支払基金から交付され

たものでございます。 

 第５款・前期高齢者交付金１０億７１９９万

９０００円でございます。 

 項１・県負担金、目１・高額医療費共同事業

負担金８４５７万１０００円でございます。こ

れは、国庫負担金と同様、県の負担分で、負担

割合は４分の１となっております。 

 目２・特定健康診査等負担金は２２６８万３

０００円でございます。これも国庫負担金と同

様、県の負担分でございます。特定保健事業、

特定保健指導事業ともに負担割合は３分の１と

なっております。 

 項２・県補助金、目１・県調整交付金は９億

６４７４万５０００円でございます。 

 内訳は、節１・普通調整交付金８億８１７９

万９０００円、節２・特別調整交付金８２９４

万６０００円となっております。 

 普通調整交付金は県内各市町村国保の財政を

調整するために、特別調整交付金は収納率向上

の場合や医療費の適正化対策を行ったり、保健

事業を行った場合等に、県から交付されるもの

でございます。 

 第７款・共同事業交付金は２４億８９０５万

３０００円で、項１・共同事業交付金、目１・

高額医療費共同事業交付金２億９５４４万７０

００円と目２・保険財政共同安定化事業交付金
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２１億９３６０万５０００円は、共同事業の対

象となった医療費の財源として国保連合会から

交付されたものでございます。交付割合は、い

ずれも１００分の５９となっております。 

 第８款・財産収入、項１・財産運用収入、目

１・利子及び配当金は、国民健康保険財政調整

基金の預金利子２３０万７０００円でございま

す。 

 第９款・繰入金、項１・一般会計繰入金１１

億５５１８万５０００円は全て法定繰入分で、

いわゆるルール分でございます。 

 内訳といたしまして、まず、節１・職員給与

費等繰入金２億３１７万８０００円は、国保事

業に要します人件費や納税相談員への報酬など

に要する費用に対するものでございます。 

 ２２、２３ページをお願いします。 

 節２、右側の２３ページでございますけれど

も、出産育児繰入金４９９０万円は、出産育児

一時金の決算額のうち、国庫補助を控除した対

象額の３分の２に相当するものでございます。 

 節３・保険基盤安定繰入金は６億５８２２万

５０００円で、一般被保険者の低所得世帯に係

る保険税軽減によって生じます財源不足に対す

るものでございます。 

 節４・財政安定化支援事業繰入金２億４３８

８万１０００円は、病床数が多いなど、地域の

特性による国保財政の負担の増加に対する支援

でございます。 

 項２・基金繰入金、目１・財政調整基金繰入

金でございますが、県の財政調整交付金や前期

高齢者納付金の増収及び療養諸費の支出減など

により収支がとれましたことから、基金繰り入

れは行っておりません。 

 第１０款・繰越金は、前年度決算の剰余金１

億７００３万円でございます。 

 第１１款・諸収入は３８００万２０００円で

ございます。 

 項１・延滞金加算金及び過料、目１・一般被

保険者延滞金７７８万２０００円は、保険税の

滞納に対する延滞金でございます。 

 項３・雑入は３０２１万９０００円でござい

ますが、その内訳は、目１・一般被保険者第三

者納付金２７９４万６０００円と、目２・退職

被保険者等第三者納付金の９１万１０００円で

ございます。これは、国保加入者が交通事故

等、第三者行為の被害者となった場合に、治療

のために一時的に保険を使用された分を過失割

合に応じて加害者に請求し、徴収したものでご

ざいます。 

 目３・一般被保険者返納金は５９万５０００

円でございます。これは、一般被保険者が社会

保険の資格を取得された後に、八代市国保の保

険証を提示し医療機関を受診されたために、保

険給付費の御返納をいただいたものが主なもの

でございます。 

 次の２４、２５ページをお願いいたします。 

 目５・雑入２６万９０００円は、臨時職員雇

用保険料の自己負担分などでございます。 

 目６・特例措置療養費一部負担金は４９万２

０００円でございます。これは、平成２０年４

月１日から７０歳以上７４歳未満の被保険者の

負担割合が２割とされましたけれども、特例措

置によりまして平成２６年３月３１日までは１

割に据え置かれております。その差の１割分を

国が負担するものでございます。 

 以上、歳入の合計は１８１億４６５１万８０

００円でございます。 

 最後に、３８ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額１８１億４６５１万８０００円、歳

出総額１７９億８７５２万５０００円、歳入歳

出差引額１億５８９９万３０００円でございま

す。 

 なお、繰越金等を控除した単年度収支で見ま

すと、約１０００万円の赤字となっておりま

す。 
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 ただし、これは、前年度の単年度収支が１億

１０００万の赤字でございましたので、前年度

と比べますと大幅に改善したと思っておりま

す。 

 しかしながら、国保を取り巻く環境は、依然

として厳しい状況が続いております。引き続き

医療費の適正化、疾病予防、収納率の向上など

に努めますとともに、国において社会保障と税

の一体改革の中で検討されております保険者機

能強化のための国保財政基盤の安定化、広域化

など、今後の医療制度改革の動向について注視

していかなければならないと考えております。 

 以上で議案第９８号・平成２４年度八代市国

民健康保険特別会計歳入歳出決算について御説

明を終わらせていただきます。 

 御審議のほど、よろしくお願いします。 

○委員長（友枝和明君） ただいまの説明につ

いて質疑を行います。 

○委員（百田 隆君） はい。 

○委員長（友枝和明君） はい、百田委員。 

○委員（百田 隆君） はい。４１３ページ、

納税奨励事業の中で、納税相談員１３名いらっ

しゃるって書いてあります。その、今後の方向

性として整理していく必要があるということが

書いてありますが、それはなくするという意味

で理解していいんでしょうか。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい、委

員長。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） いえ、な

くすんじゃなくて、方向性にも書いております

けれども、高齢者、弱者対策ということで必要

不可欠、実績でも２億９０００万ほど納税相談

員さんが国保税その他市税、収納されておりま

すけれども、一応このまま継続はしていくもの

の、いろんな収納対策、納税者の利便性を考え

てですね、コンビニ収納とか、いろんな収納法

を考えていく上で、業務内容の、人員の見直し

とか、業務、その戸別訪問のやり方とか、今後

やっぱりちょっと検討していく必要があるのか

なと。廃止する方向じゃなくて引き続き継続は

していきますものの、人員とかその辺を検討し

てまいりたいということです。（委員百田隆君

「そのままやらすっちゅうことですか」と呼

ぶ）はい、はい。（委員百田隆君「ああ、そう

ですか、はい。わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（友枝和明君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） ちょっと関連ですけ

ど、４１３のとこですよね。１３名、報酬額が

２０００万ちょっとありますけど、これ従事者

の人たち、徴収係の人たちは、週何日ぐらいさ

れるんですか。土日休みとか。毎日回っとられ

るんですか。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。毎

日じゃなくて、一応納税者、納める方の都合に

合わせて時間帯も不規則で、土日でないといな

いとかおっしゃられる方も、納税者、納める方

に合わせて訪問されてますけど、一応基本給と

いうことで二十日以上勤務したら幾ら、五日か

ら十日まで勤務だとすると、一月の勤務日数に

応じて基本給も変わってまいりますけれども、

二十日以上勤務される場合も多分場合によっち

ゃあるかと思います。 

○委員長（友枝和明君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） ちなみに、そうすると

一人分として１日どれぐらいの基本給にはなる

んですか。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） 基本給と

あと、――あ、済みません。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） 済みませ



 

－12－ 

ん。基本給もございますし、あと収納された金

額、税額に応じて報酬、能率給ちゅうのもござ

いますので、平均にして、それぞれまちまちに

なります、月額の報酬額っていうのは。 

○委員（増田一喜君） それは大体平均してど

れぐらい。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） その―

―。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） 済みませ

ん。この２０００万を１３名、いや、２０００

万を１３名で割りますと――。（｢１３万３８

２１――。」と呼ぶ者あり） 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） 大体それ

ぐらい、それと御主人の社会保険の扶養に入れ

ると、調整はされてはいないと思います、大体

もうほとんど御自分の雇用保険、社会保険に加

入されてますけど、当初はそういうこともあり

ましたけど、大体１３、多い方でやっぱり２０

万近くなられる方もおられるようです、月額。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。４１１ページの

歳出の項目で運営協議会（国保ねんきん課長中

村伸也君「はい」と呼ぶ）、国保の運営協議会

が毎年開催をされるんだろうというふうに思い

ますが、当初予算でいきますと３２万、決算で

は１４万８０００ということで、予算に比較し

ますと半額ということになりますので、予定を

されていた回数の半分の回数しか開かれなかっ

たのかなっていう想定になるわけですが、なぜ

この予算に対して決算額がこの半額ということ

になったのか、その点について御説明をお願い

したいと思います。 

○委員長（友枝和明君） 岩瀬国保ねんきん課

係長。 

○国保ねんきん課長補佐兼保険税係長（岩瀬隆

敏君） 国保ねんきん課保険税係の岩瀬でござ

います。 

 ただいまの御質問ですが、運営協議会の開催

回数としましては、当初予定では３回ほどを予

定いたしておりましたが、実質開催回数は２回

でございました。 

 そのほかに、委員の方ですね、委員の方がか

わられたとか、そういった場合にですね、書籍

等、勉強していただきますために書籍等を準備

するんですが、その委員の交代が２４年度中は

ございませんでしたので、その分で経費として

予算が決算としましては、その分落ちてきたと

いうことでございます。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。済みません。当

初予算を立てるときに、委員さんの交代がある

かないかというのはわからないんでしょうか。 

○委員長（友枝和明君） 岩瀬国保ねんきん課

係長。 

○国保ねんきん課長補佐兼保険税係長（岩瀬隆

敏君） はい。運営協議会のメンバーとしまし

ては、被保険者代表４名、国保の保険医、保険

薬剤師の代表の方４名、それと公益代表の方４

名、被用者保険の保険者代表ということで２名

の方、合わせて１４名の方で構成されておりま

すけれども、そのうちですね、被保険者代表あ

るいは公益代表の方におかれましてはですね、

農協でありますとか、漁協あるいは商工会議

所、そういったところから御推薦をいただいて

委員になっていただいております。その関係

で、その組織の中での任期といったものもあり

ますので、そのあたりで交代されるケースもた

まにございますので、年度途中でですね、交代

されるといったようなケースも生じてまいりま

す。 

○委員（大倉裕一君） はい。 
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○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。今の点について

は理解をしたいと思いますけれども、できるだ

けその情報をしっかりつかんでいただいてです

ね、予算には反映していっていただきたいとい

うふうに要望しておきたいというふうに思いま

す。 

 それと、先ほどの協議会の回数の件で、当初

３回で実際は２回でしたということですが、３

回必要性を上げられた中で２回にとどまったと

いう部分について、もう少し詳しく御説明をい

ただきたいと思います。 

○委員長（友枝和明君） 岩瀬国保ねんきん課

係長。 

○国保ねんきん課長補佐兼保険税係長（岩瀬隆

敏君） 予算を立てます段階では決算の御報

告、それと次の年度の予算の御報告、そういっ

たものを中心に御審議いただいております。そ

の中で、昨年度につきましては、諮問案件１件

ございましたので、それに対する審議もいただ

いておりますけれども、そういった条例改正に

伴うような国保の重要なですね、案件がござい

ましたときには臨時で開くこともございますの

で、そのために予算では３回開催するような予

定とさせていただいております。 

○委員長（友枝和明君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） 通常は２回で、１回は

臨時分ということで考えていいんでしょうか。 

○委員長（友枝和明君） 岩瀬国保ねんきん課

係長。 

○国保ねんきん課長補佐兼保険税係長（岩瀬隆

敏君） はい。ただいまございましたとおり、

２回は定例的に開催する、１回は臨時的に開催

するといったようなところで予算組みをしてお

るところでございます。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。理解をしたいと

思います。開催に当たってはですね、しっかり

この、何ていうんですかね、運営協議会を開い

ていただきながら、加入者のですね、保険財

政、それから加入者の状況等もしっかり反映し

ていただいて運営に当たっていただきたいとい

うことを要望しておきたいというふうに思いま

す。 

 それと、引き続き済みません。 

○委員長（友枝和明君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。４１７ページで

保健指導事業がありますが、非常勤職員さん、

訪問看護師を雇用していただいているみたいな

んですが、この１２９万５１４３円という、こ

の賃金は、お一人の方を雇用されているんでし

ょうか。何名雇用されているのかお尋ねしま

す。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。お

一人でございます。金額は若干低うございます

けれども、産休というか、ちょっとお休みがあ

った分で、その分、金額が下がっております。 

 済みません、４カ月分育児休暇ということで

勤務がされてない期間がございます。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。事業の評価のほ

うを見ても、この非常勤講師といいますか、保

健師、訪問看護師さんの労働状況ちゅうのは、

そんなに負担感はないようなまとめ方をしてあ

るんですけども、そのあたりは大丈夫でしょう

か。労働の負担という部分は、そんなにかかっ

ていないということで判断させていただいてよ

ろしいですか。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 
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○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。お

一人で公用車で市内全域、先ほど説明しました

けれども一月に４カ所以上とか、月に１５回以

上同じ医療機関に通院されている方を一応抽出

いたしまして、大体２００件程度ですかね、一

応いろんな条件を絞って、結構ありますけれど

も条件を絞って２００件程度を回っていただい

ておりますけれども、そういう負担感はないも

のと考えておりますけれども。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。お客さんと言い

ますか、市民の方を相手にされますので、メン

タルの部分なんかも非常にですね、気がかりな

部分があって質問したわけですけども、面談な

んかをされながらですね、そのあたりカバーし

ていっていただければというふうに思いますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（友枝和明君） いいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。また、聞きま

す。 

○委員（福嶋安徳君） 誰もおらっさんかな。 

○委員長（友枝和明君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） はい。４１５ですね。

前から医療費削減、このジェネリック医薬品を

使って医療費削減につなげていくという計画が

もともとありました。それを取り入れて、今、

この２４年度の事業からあわせて、どのくらい

の削減なりましたですかね。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。平

成２４年度からジェネリックの利用差額通知に

ついては発送しておりますけれども、昨年の８

月に一応、４２８０、――１００円以上差額が

ありと思われる方に対して４２８８件発送しま

した。そして、本年の２月に４１１７人の方に

対して発送いたしておりますけども、一応平成

２４年度末の薬剤に占めるジェネリックの使用

量でございますけれども、県平均で、県平均ち

ゅうか一応八代市で約３０.３％、今現在、八

代市におけるジェネリックの利用率ちゅうのは

３０.３％。国の目標値では３０％ということ

ですので、国の目標値は上回ってるのかなと思

っております。 

 それと、昨年８月から差額通知を発送いたし

まして、発送したことによってジェネリックに

切りかえられた方というのが２６９名、発送し

てからその後の状況を見てみますと、２６９人

の方、約６％の方がジェネリックに切りかえて

いらっしゃいます。 

 削減効果としまして、一月当たり約４３万円

ほどになっておりまして、これを年間に直しま

すと、約５００万ぐらいの効果になる、その差

額通知を出すことによってジェネリックにかえ

られた分ちゅうのがですね。約５００万ぐらい

あるのかなと見ております。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（友枝和明君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） 本当、その取り組め

ば、本当やっぱり利益は生まれるわけですね。

当初からそういった説明がなされておりました

から期待しておりました。そういう中で、なか

なかジェネリックに切りかえるという、病院に

行ってからジェネリックにしてくださいってい

う、なんちゅうか申し込みがどのくらいなのか

っていうのが、私どもが病院にかかるときもな

かなかそのときは忘れて、せぬですもんね、言

わぬです。そっで、このジェネリックを希望し

ますという、その表現をどうにかしてわかりや

すくしたほうがどうかなと思うんですよね。そ

ういった点にどのような方向性を持っておられ

ますか。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課
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長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。先

ほどもちょっと御説明いたしましたけれども、

被保険者証の更新時、一斉更新がございますけ

れども、８月に保険者証の一斉送付をします、

国保加入世帯に。その際にジェネリック医薬品

希望カードっていうのを、シールになっている

んですけど、それを一応同封して発送している

ところですけれども。 

 それと、国保だよりとか広報誌、ホームペー

ジあたり、事あるごとに周知を図るために啓発

はしているところなんですけども。一応、こう

いうやつですね、ジェネリック医薬品の利用促

進について御利用をお願いしますとか、こうい

ったのを同封したり、これが、ちょっと名刺サ

イズですけど切り取るようになってますけど

も、希望カード、これを同封して、保険証と一

緒に提示していただくようには御案内はしてお

りますけども、なかなか、はい。 

 それと、やっぱし、先ほども言いましたよう

に、全てジェネリックに切りかえられるという

わけではなくて、約７割ぐらいですかね、ジェ

ネリック、後発医薬品で大丈夫だというのは。

新薬でない場合もあるということで、そのジェ

ネリックを希望されても新薬しか処方されない

医療機関もあるようでございます。 

○委員長（友枝和明君） いいですか。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） 済みません。やっぱり

今の説明のようにですね、私も今説明された、

それはもう何遍も見ました。そういうことで病

院に行ったときに忘れて、差し出すのを忘れる

っていうのが、そういうのが多いわけですね。

できれば、そういった形で皆さんそれを、あく

までもそういうカードを出してお願いしますと

いうような方向性につながるように、何とか呼

びかけをですね、忘れないような形を説明して

いったほうがいいかなというふうに思うんで

す。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。忘

れるっていうことです。一応この４１６ページ

の改革・改善内容のところにも記載しておりま

すけれども、ジェネリック医薬品の使用希望を

伝える、今この紙でございますけれども、シー

ルを張るタイプに変更するなど、忘れないよう

に改善しようかというふうに検討はしておると

ころでございます。 

○委員（福嶋安徳君） 期待しております。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。今ので関連なん

ですが、忘れないようにっていうのは前提にお

っしゃっていらっしゃるようですけど、かかっ

た、かかりつけのですね、担当医もしくは薬剤

師の方々にですね、ジェネリック医薬品があれ

ばですね、ジェネリックなさいますかというこ

とを言っていただければ、一言言っていただけ

れば、本人がジェネリックのこと、ちょっと頭

にでもあればですね、お願いしますとも言えま

すし、それはどういったものですか、どちらが

効きますかとかいうことでも言えると思うんで

すよね。だから、そこのとこの提携っていいま

すか、病院側との説明をしていただけたらどう

でしょうかという話を八代市内だけでもです

ね、病院のほうにでも持っていかれたらどんな

かなというふうに思いますが、その点はできる

かどうかっていうところで、いかがなもんでし

ょうか。 

○委員長（友枝和明君） 丸山国保ねんきん課

係長。 

○国保ねんきん課副主幹兼医療給付係長（丸山
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尊司君） 済みません。国保ねんきん課の丸山

です。 

 今ございましたジェネリック医薬品の推進に

ついてでございますが、まず、八代市のほうで

先ほど申しました希望カードを配付する際にで

すね、医師会さんのほうに御相談にまいりまし

て、こういった八代市で推進をしますというこ

とで、ぜひ医師会さんのほうでも御協力いただ

きたいということで御相談に行って、そういう

配付のほうを始めております。 

 あわせまして、先ほどからちょっとお話が出

ました運営協議会ですね、三師会の代表、医師

会、歯科医師会、あと薬剤師会の代表の方もい

らっしゃいますので、その中でもジェネリック

医薬品の推進についてはですね、協議をいたし

たり、お願いをしたりしているところでござい

ます。そういった場を通じて先生方にはお願い

をしているというところでございます。 

 以上です。 

○委員（前川祥子君） わかりました。 

○委員長（友枝和明君） いいですか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。監査の意見書

のところなんですが、５８ページにあったんで

すけども、２２年度から早期滞納整理を全体的

に行われているっていうことで、債権のです

ね、差し押さえなどの滞納処分の実施が強化さ

れてきているということなんですが、２４年度

のそういった事例があれば、件数含めて少し教

えてください。 

○納税課長（辻本士誠君） はい、委員長。 

○委員長（友枝和明君） 辻本納税課長。 

○納税課長（辻本士誠君） 納税課の辻本で

す。ただいまの差し押さえ件数、２４年度の差

し押さえ件数の状況ということだと思いますけ

ども、まず、不動産の差し押さえで２２件、こ

れは国保税に限らずですね、含めたところでの

件数でございます。御了承ください。 

 それから、給料、年金、預金、それから生命

保険ですね、等の債権の差し押さえ、合わせま

して７８４件を差し押さえを行っておると、そ

れから換価されまして、充当しとるということ

でございます。 

 以上です。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。まあですね、

書いてあるように税の公平性とか、やっぱり滞

納については改善を図っていくということにつ

いては、やっぱり必要なことなんだろうという

ふうに思うんですけれども、最終的に差し押さ

えまでいく、その経過の中でですね、大体それ

をされるに当たって、非常に丁寧な対応をやっ

た上での最終的な対応なんだっていうふうに思

っていいですか。 

○納税課長（辻本士誠君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 辻本納税課長。 

○納税課長（辻本士誠君） はい。督促を出し

まして、その後、連絡がない場合、基本的に窓

口に来ていただいて御相談をということでお願

いをしております。来られない場合は催告書を

発送する、そういうこと、差し押さえをする場

合がございますということで、また来庁をお願

いしているというところです。それから、納期

内で納付ができない場合は、可能な金額でです

ね、分納を勧めているというところでございま

す。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。多分この２２

年度始められたころだろうなというふうに思う

んですが、やっぱり差し押さえのですね、文書
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が来たというので非常にびっくりしたというふ

うなですね、声が幾つか来たことがあります。

やっぱり市民の皆さんにとってみると、確かに

納めてないっていうことについての申しわけな

いっていうか、それはあるにしても、やっぱり

来た文書でですね、非常に驚いたと。そのこと

が納税に、ああ、やっぱり納めんといかんって

いうふうにつながっていけばいいなというふう

に思うんですが、やはりそのあたりのですね、

対応というのは表現の仕方も含めて、やってい

ただきたいなというふうには思います。 

 それと、来年やっぱり消費税が上がるという

ことも含めて、先ほど国においても負担軽減策

がですね、とられていくというふうなことはあ

りましたけれども、国保税に限らずですね、や

はりいろんなことが税金、また、その負担感と

いうのは増してくるっていうのは確実ですの

で、やはりそのあたりの対応もですね、ぜひ、

個々のいろんなパターンがあると思います。市

民の皆さんお一人お一人にいろんなパターンが

あるというふうに思うので、その事情を丁寧に

酌み取っていただいて、全体的に対応をお願い

したいなというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） はい。 

○委員（大倉裕一君） 済みません。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） 少し関連をしまして、

滞納累積額が依然多額であるということなんで

すが、２４年度においては税額として２億２５

９９万４０００円が不納欠損ということで処理

をされていくような状況になっています。まず

は、その滞納累積額というのが２４年度決算で

どれだけあって、今後の不納欠損がどれぐらい

出ていくような状況が出てくると想定されてお

られるのか、その点をお聞かせいただけます

か。 

○納税課長（辻本士誠君） はい、委員長。 

○委員長（友枝和明君） 辻本納税課長。 

○納税課長（辻本士誠君） はい。２４年度の

滞納額ということでございますが、１０億２０

００万ということで、２３年度が１１億５００

０万でございまして、１億３０００万の減少を

しているところでございます。 

 それから、不納欠損につきましてでございま

す。今回２４年度につきましては、合計で２億

２５００万、６００万程度ということでござい

ます。前年度が１億８６００万ということで、

４０００万程度ふえとるというところでござい

ます。これにつきましても、ふえた理由という

ことでございますが、１つの理由としまして

は、外国人の方が来られて、また帰国されると

いうことで、その分の課税分が滞納になってい

るということで、これにつきましては即時の消

滅ということで落としておるところでございま

す。 

 それから、執行停止をかけて、従来かけてお

る案件につきまして、３年を待たずして将来的

にも納付が難しいだろうというところを判断し

ましたところで、即時消滅に切りかえた部分と

いうのもございまして、不納欠損がふえている

ということでございます。 

 国保税につきましては、毎年課税されるとい

うことで、低所得者の方が半数ぐらいが滞納者

になっているということでございますので、現

年度優先しましたところで、繰り越しをなるだ

け抑えるということでございますが、なかなか

滞納額が減っていかないというところで、不納

欠損もですね、行っていかないと滞納分はふえ

ていくという状況でございます。これは毎年あ

る程度の執行停止をかけまして、不納欠損もし

ていくということで滞納額を減らしていくとい

うことにつなげていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。不納欠損という
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処分についてはですね、法的な部分も認められ

ているわけで、やむを得ぬという状況なんでし

ょうけども、こういったところから会計を傷め

てくるところがあると思うんですよね。 

 １つは、先ほどありましたように加入者が減

少している。経済状況が悪化して消費税がふえ

るですね。そういう中から、国保税が収入が減

ってくると、どうしても基金を使ったり、繰り

入れから、一般会計からの繰入金に頼らなけれ

ばならないというような状況も出てくると、国

の措置がされるまでですね、どれだけもってい

くかというとこもあっとですけど、そういった

ところも視野に入れていただいたりですね、し

っかり、運営協議会あたりでも議論をしていた

だく、私たちも議論をせないかぬとですけど、

協議会のほうでもしっかりと見ていっていただ

きたいというふうに思います。 

○委員長（友枝和明君） いいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。あと、もう１点

よかですか。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） 済みません。記憶が定

かではなかったら申しわけないんですが、特定

健診で健診率を上回らなかった場合に、ペナル

ティーが当初加算されるっちゅうようなお話が

頭の中に残ってるんですけど、その特定健診の

パーセントに対するペナルティーっていうの

は、今現在も残っているんでしょうか。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はい、委

員長。 

○委員長（友枝和明君） 蒲生はつらつ健康課

課長。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はい。は

つらつ健康課の蒲生です。よろしくお願いいた

します。 

 当初はやはり目標に達しないところに対しま

してはペナルティーを科すということでなって

おりましたが、現在、目標値に達成した保険者

がほとんどいなかったということも含めまし

て、そのペナルティーをですね、今ないという

ことで、事実上ないんですけども、その特定健

診、特定保健指導を事実上全く実施していない

ところにっていうことで限定されているようで

ございます。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。精いっぱい、そ

の自治体のほうで努力をしても検診率に届かぬ

で、ペナルティーを払わなんていうか、何か財

政的なですね、措置をされるていうと、少しこ

う理解に苦しむところもあるなというふうな思

いも持っておりましたのでお尋ねをしたんです

けども、ペナルティーがないからといってです

ね、気を緩めるっていうことではなくて、その

健診率もやっぱり目標を持っておられると思い

ますので、達成に向けてまた努力をしていただ

きたいというふうに思います。 

○委員長（友枝和明君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） はい。疾病予防のとこ

ろでですね、脳ドックの助成があります――。 

○委員長（友枝和明君） 何ページですか。 

○委員（福嶋安徳君） ４１９ページです。脳

ドックの助成があっとりますけれども、今後の

この脳ドックに対する助成は、今この２４年度

では６２１件、その後の２５年度に関しては脳

ドックの受診、希望される方はどのくらいおら

れますか。ちょっとふえとりますか。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。こ

としの９月末現在で３１７名で実績済みです。

それと、１０月から来年１月までに３２８名を

実施予定でございます。合計の６４５名、２５

年度につきましてはですね、一応実施予定でご

ざいます。 
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○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） はい。なぜ、これを聞

いたかと言いますと、今若い人がですね、この

脳障害、脳梗塞あたり、もう大変多ございまし

て、私の近かところにもですね、結構そういっ

た形で倒れる方がおられますので、できるこつ

でんあれば、やっぱりこの、なっだけこの脳ド

ックの助成をふやして。これは何歳かで決まっ

とっとですかね、この助成の対象になるのは。

そこんところを少し。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。一

応、募集要件といたしましては、満３０歳以上

７５歳未満といたしております。済みません、

失礼しました、４０歳以上です。（委員福嶋安

徳君「ああ、４０。そやんだろな」と呼ぶ）済

みません。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） これは年１回の希望

で、その年齢に達するこの該当者であれば、そ

のときは誰でも受けてよかっですかね。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） 誰でもと

言いますか、今、市内の６カ所ぐらいの総合病

院ですとか労災病院とかに委託をしてますけど

も、その収容能力、それが例えば総合病院であ

れば１５０、で、また本人さんの希望する医

院、総合病院とか労災病院とかございますけれ

ども、総合病院でお願いしますっていう希望が

あっても、能力を超えた場合は結局抽選という

ことになりますけども、極力、はい。でも大体

希望されればというか、一応、毎年予算の関係

もございますけれど、６００件、６００件ちゅ

うか、もっと多くの方に受けてほしいですけれ

ども、医療機関との兼ね合いもありまして、も

うこれだけしかだめ、受け入れられませんとい

うのもありますし、大体、年に２回ですね、一

応募集はかけております。 

○委員（福嶋安徳君） なったけなら受けらる

るごつしていかなんですね。はい、わかりまし

た。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） 委員長、

済みません。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） 先ほどの

対象年齢ですけれども、やはり３０歳のほうが

正しかったです。（委員福嶋安徳君「ああ、そ

やんな」と呼ぶ）済みません、何度も訂正いた

しまして。３０歳以上７５歳未満で、先ほど４

０歳以上と申しましたのは特定健診とセットの

場合ですね。（委員福嶋安徳君「ああ、特定健

診」と呼ぶ）済みません。 

○委員（福嶋安徳君） はい、わかりました。 

○委員長（友枝和明君） ないようですかね。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） じゃあ、以上で議案

第９８号・平成２４年度八代市国民健康保険特

別会計決算についての質疑を終わります。 

 １０分間休憩します。 

（午後２時２５分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時３７分 開議） 

○委員長（友枝和明君） それでは、休憩前に

引き続き決算審査特別委員会を再開いたしま

す。 

                              

◎議案第９９号・平成２４年度八代市後期高齢

者医療特別会計決算 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） 委員長。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課
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長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。そ

れでは、引き続き後期高齢者医療特別会計につ

いての決算について御説明いたします。 

 座って説明させていただきます。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） 議案第９

９号・平成２４年度八代市後期高齢者医療特別

会計歳入歳出、決算について御説明いたしま

す。 

 後期高齢者医療につきましては、老人医療費

を中心に国民医療費が増大する中、現役世代と

高齢者世代の負担を明確にし、公平でわかりや

すい制度とするため、平成２０年４月１日より

始まっております。運営は、県内全市町村が加

入します熊本県後期高齢者医療広域連合が主体

となっております。 

 各市町村におきましては、関係業務のうち、

主に、窓口受付業務、保険料の徴収業務、保健

事業に関する業務を行なうこととなっておりま

す。 

 それでは、まず、平成２４年度における主要

な施策の成果に関する調書で御説明いたしま

す。 

 ４２６ページをお願いします。 

 最初に、このページの一番下の枠外になりま

すけれども、誤りがありましたことについてお

わび申し上げます。正誤表を配付してあるかと

思いますけれども、訂正箇所につきましては正

誤表のとおりでございます。よろしいですか

ね。（｢はい」と呼ぶ者あり） 

 それでは、この後期高齢者医療特別会計の歳

入歳出の一覧表に基づいて御説明いたします。

説明は１０００円未満を切り捨てて、１０００

円単位で御説明いたしますので、よろしくお願

いします。 

 左側の歳入でございますけれども、下段の合

計額（Ａ）のところをごらんください。歳入の

決算額でございますけれども、１６億２１４５

万７０００円でございます。その左の列、予算

額１６億１５８２万円に対する割合は、１０

０.３％となっております。 

 次に、右側の歳出でございますけれども、下

段の合計欄の（Ｂ）決算額が１５億９１５７万

８０００円で、左側の予算額１６億１５８２万

円に対します予算執行率は、９８.５％となっ

ております。 

 歳出の主なものについて御説明いたします。 

 右側の決算額の欄をごらん下さい。 

 科目１・総務費、７１９６万円でございま

す。 

 （１）一般管理費で６２９９万８０００円支

出しておりますが、これは職員８名分の人件費

や保険証の交付に要する事務費等でございま

す。 

 次の（２）徴収費８９６万２０００円は、保

険料の決定通知や納付書の作成など、保険料の

収納業務に要する費用でございます。 

 次の科目２・後期高齢者医療広域連合納付金

は、１５億１３４万円を支出しております。 

 後期高齢者医療広域連合納付金のうち、

（１）被保険者保険料納付金につきましては、

後ほど御説明いたしますが、被保険者保険料納

付金事業といたしまして、１０億６４０６万８

０００円を支出いたしております。 

 その下、保険基盤安定分担金では、４億３７

２７万２０００円を支出いたしております。こ

れは、低所得者に係る保険料の均等割額を軽減

することによりまして財源が不足する分を補う

ものでございます。 

 次に、科目３・保健事業費につきましても、

後ほど御説明いたしますが、健康保持増進事業

といたしまして、１６８５万円を支出しており

ます。 

 それでは、個別の事業について御説明いたし

ます。 
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 ４２７ページをお願いいたします。 

 被保険者保険料納付金事業でございます。こ

れは、熊本県後期高齢者医療広域連合により賦

課しました保険料を八代市、本市が被保険者か

ら収納し、広域連合へ納付するものでございま

す。 

 平成２４年度は、２４年度中に収納しました

１０億６４０６万８０００円を広域連合へ納付

いたしております。 

 納付金の内訳でございますが、年金から差し

引きます特別徴収分で７億３０１６万２０００

円、窓口や口座振替により収納した普通徴収分

で３億２７７３万１０００円、過年度分は６１

７万４０００円でございました。 

 保険料につきましては、熊本県後期高齢者広

域連合によって２年ごとに保険料の見直しを行

っております。 

 次の、右側の今後の方向性でございますが、

本事業は、関係法令に基づく義務事業でありま

すが、これまで社会保障制度改革国民会議にお

いて、制度の存続も含め議論されておりました

けれども、最終報告書には現行制度を基本とし

ながら必要な改善を行うことが適当であると結

論づけられておりますことから、今後も制度を

継続していくことといたしております。 

 次に、４２９ページをお願いします。 

 健康保持増進事業のはり・きゅう助成につき

ましては、高齢者の健康増進に寄与することを

目的に本市後期高齢者医療被保険者の方などを

対象に、はり・きゅう等の施術料の助成をする

ものでございます。 

 国民健康保険と同様、指定の施術機関におい

て、はり・きゅう等の施術を受けられる方へ１

回につき１０００円、年１５回を上限とした施

設利用券を交付いたしまして助成するというも

ので、施設利用助成金として８３１万円、ま

た、年に２回、利用状況のお知らせを発送する

事務費として９万７０００円支出いたしており

ます。 

 財源といたしましては、一般会計からの繰入

金となっております。 

 今後の方向性としましては、本事業につきま

しては、長期にわたり継続されておりますの

で、定着しているものと考えております。今後

も、高齢者の健康の増進のため、周知を図り事

業を実施していくものといたしております。 

 次に、４３１ページをお願いいたします。 

 健康保持増進事業、高齢者健診につきまして

は、高齢者の医療の確保に関する法律第１２５

条の規定に基づき被保険者の健康の保持増進を

目的として実施するものでございます。 

 熊本県後期高齢者広域連合からの委託事業と

して高齢者健診を実施しております。 

 決算額は、８４４万１０００円でございま

す。１１０４名分の健診委託料と事務費などで

ございます。 

 次のページ、今後の方向性でございますが、

熊本県後期高齢者医療広域連合の委託を受け実

施しておりますので、現行どおり実施していく

といたしております。 

 続きまして、歳入の説明をいたします。 

 八代市特別会計歳入歳出決算書をお願いいた

します。決算書をお願いします。 

 決算書の４８、４９ページをお願いいたしま

す。 

 金額につきましては、右から４列目、収入済

額をごらんください。 

 款１・後期高齢者医療保険料の収入済額は、

１０億６８４５万１０００円でございます。 

 項１・後期高齢者医療保険料、目１・特別徴

収保険料の収入済額は７億２９９２万４０００

円でございます。これは、保険料を年金からの

差し引きにより収納した分でございます。 

 その下、目２・普通徴収保険料、節１・現年

度分の収入済額は３億３２３５万２０００円で

ございます。これは、保険料を窓口や口座振替
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により収納した分でございます。 

 節２・滞納繰越分６１７万４０００円につき

ましては、前年度から繰り越しました保険料未

納分における収納済額でございます。 

 次に、款２・使用料及び手数料でございま

す。項１・手数料、目１・督促手数料は２７万

円でございます。 

 次に款３・繰入金は５億１４４３万６０００

円でございます。 

 項１・一般会計繰入金、目１・事務費繰入金

は７７１６万３０００円でございます。これ

は、広域連合への出向者２名分を含みます職員

８名分の人件費や、各業務に必要な事務経費分

を繰り入れたものでございます。 

 目２・保険基盤安定繰入金４億３７２７万２

０００円でございますが、これは、低所得者に

係る保険料の均等割額を軽減することに伴いま

す財源不足を補うもので、県負担分が４分の３

ございますけれども、県負担分４分の３を一般

会計で収入いたしまして、八代市の負担分４分

の１と合わせまして一般会計から繰り入れまし

て、全額広域連合へ支出するものでございま

す。 

 続きまして、款４・繰越金でございます。収

入済額は２５４９万６０００円でございます。 

 この繰越金につきましては、出納閉鎖整理期

間中に収納いたしました２３年度分の保険料で

ございますが、歳出で御説明いたしましたよう

に保険料納付金として２４年度に広域連合へ支

出しております。 

 最後に、第５款・諸収入でございます。収入

済額は１２８０万２０００円でございます。 

 項２・償還金及び還付加算金、目１・保険料

還付金の１４１万７０００円は、過年度分の還

付済額につきまして広域連合に請求を行ったも

のでございます。 

 次に、５０、５１ページをお願いいたしま

す。 

 項４・受託事業収入は、目１・後期高齢者医

療広域連合受託事業収入、節１・健診事業収入

で１１３７万３０００円を収入いたしておりま

す。これは、当市で実施いたしました高齢者健

診の費用およびデータ管理手数料や、健診にか

かる人件費、通信運搬費等の事務費を広域連合

が負担いたしたものでございます。 

 ５１ページの収入済額の一番下の欄をごらん

ください。 

 歳入総額が１６億２１４５万７０００円とな

っております。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 最後に５６ページをお願いいたします。 

 歳入総額は１６億２１４５万７０００円、歳

出総額は１５億９１５７万８０００円で、歳入

歳出差引額は２９８７万９０００円となってお

ります。 

 翌年度へ繰り越す財源はございませんので、

実質収支額も２９８７万９０００円となりま

す。 

 なお、先ほど、歳入予算の款４・繰越金のと

ころで御説明いたしましたとおり、この歳入歳

出差し引き額２９８７万９０００円につきまし

ては、平成２５年度に繰り越し、保険料納付金

として広域連合へ支出するものでございます。 

 以上で、議案第９９号・平成２４年度八代市

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について

の説明を終わらせていただきます。 

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（友枝和明君） ただいまの説明につ

いて質疑を行います。 

 増田委員。 

○委員（増田一喜君） ４２０の事務事業の概

要というところ、上のほうですね。７５歳以上

（６５歳以上７５歳未満の認定者）っていうの

の後期高齢者医療の被保険者に対し、申請によ

り高齢者はり・きゅう等施設利用券を交付しと

してありますね。年１５回を上限とし、週１回
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当たり１０００円を助成するという。この前の

ところのですね、４１９ページのやっぱり事業

概要のところに、はり・きゅう等の施設に対し

て年１５回を上限とし、１回当たり１０００円

を助成するって、これは両方からもらえるっち

ゅうようなあれですか。多分これはどっちか一

方だろうとは思うんですけれども、こうやって

書いちあるのは。こっちの健康保持増進事業の

ほうでは、年齢制限して、こうしてあるけど、

こっちしてないけれど、こっちももらえるんで

すか、こら、どういうふうになってる。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。４

１９ページの疾病予防事業のほうは国保加入

者、７５歳未満の方が対象になります。こちら

の次の４２９ページのほうは後期高齢者医療保

険っていうのは、基本的に７５歳以上の方が対

象となりますので、一応国保でもはり・きゅう

の助成をいたします。後期特別会計のほうでも

後期高齢者医療に加入されてる方に対して、国

保と同じようにはり・きゅうの助成をいたしま

すということです。 

○委員長（友枝和明君） はい、増田委員。 

○委員（増田一喜君） 後期高齢のときには申

請ってしてありますけど、じゃ、こっちのほう

のときにはどんなになるんですかね。７５歳未

満、申請じゃなくて言ったらすぐ。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。一

応４１９ページのほうも一応申請が必要でござ

います。はり・きゅう助成の申請書というのを

出していただいて、利用券を一応交付いたして

おります。 

○委員長（友枝和明君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） 要は、全般にカバーで

きるっちゅうことですね。（国保ねんきん課長

中村伸也君「はい」と呼ぶ）その意味ですね。

（国保ねんきん課長中村伸也君「はい」と呼

ぶ）わかりました。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） 済みません。歳入歳出

決算書のほうの４９ページで、備考の欄に還付

未済額ということで計上が上がっているんです

けど、これ、どういう意味をなすものなんでし

ょうか。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） 一応、後

期保険料として納付していただいて、その後、

所得の構成とか納め過ぎの場合、一応お返しし

ますという通知を出したけれども、この出納整

理期間中までにお受け取りがなかった場合、一

応、還付未済という形で、基本的には本人さん

にお返しするものです。多く支払ってもらった

ものに対してですね。まだ還付ができていない

ということになります。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。還付ができてい

ないということですけれども、還付をするため

にどのような取り組みをされたんでしょうか。 

○委員長（友枝和明君） 中村国保ねんきん課

長。 

○国保ねんきん課長（中村伸也君） 一応、ご

本人のほうに通知を出しますし、口座振替も可

能ですということで通知は差し上げてるんで

す、出しております。一応、基本的にはその期

間中にお受け取りがなかったということで、実

質もう受けとられてる場合もありますし、こ

の、一応、出納閉鎖が５月３１日でございます
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ので、それ以降お受け取りになってる場合もあ

ります。まだお受け取りにならない場合もある

かもしれませんけれども、一応、電話と通知を

出したり、電話で御案内したりとかいたしてお

ります。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） 済みません、未済にな

っているかどうかというのは、はっきり教えて

いただいていいですか。全てが支払われたのか

どうかっていう。 

○委員長（友枝和明君） 北田国保ねんきん課

主任。 

○国保ねんきん課医療給付係主任（北田 剛

君） 国保ねんきん課の北田と申します。よろ

しくお願いします。 

 還付未済分につきましては、特別徴収分につ

きましては、年金からの、お亡くなり以後にい

ただいた年金については年金から返していいっ

ていう通知が来てからでしか返せない部分もあ

りますので、全てが返せてる部分ではありませ

ん。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。きちんと返せる

ように努力をしていただきたいというふうに思

うわけですが、滞納されたときにはすごくです

ね、住まいまで行って、資産を調べてというよ

うな状況までされるわけですから、逆に、やっ

ぱり取り過ぎてたっていうような状況のときに

も、丁寧にですね、その点ははがき、電話だけ

じゃなくて、訪問してきちんと説明をして、還

付ということをですね、説明をしていただい

て、全件数がうまくいくようにですね、お願い

をしておきたいというふうに思います。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員（古嶋津義君） いいですか。 

○委員長（友枝和明君） 古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） はい。決算には関係な

かっですけど、要望としてお聞きをしていただ

きたいと思いますが、実は、この広域連合ので

すね、議会のちょっとあり方についてですね。

と言いますのが、たしか連合会の会長が幸山熊

本市長だったと思いますが、議長が熊本の議長

になっとっと思いますが、私も３回ぐらい出席

をしましたが、その中でですね、前の市長も１

回もおいでにならんだったもんで。そのやっぱ

り、その公務とですね。熊本市にあわせてある

もんだいけん、定足数には達しとっとでしょう

けど、ほとんどですね、なかもんだいけん、そ

の日程の調整をですね、今たしか橋本君が出向

しとると思いますので、その辺のところば少し

お願いしときます。 

○委員長（友枝和明君） よろしくお願いいた

します。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 以上で議案第９９号

・平成２４年度八代市後期高齢者医療特別会計

決算についての質疑を終わります。（｢ありが

とうございました｣と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第１００号・平成２４年度八代市介護保

険特別会計決算 

○委員長（友枝和明君） 次に、議案第１００

号・平成２４年度八代市介護保険特別会計決算

について、歳入歳出、一括して説明を求めま

す。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい、委員

長。 

○委員長（友枝和明君） 小林長寿支援課長。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい。こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）長寿支

援課の小林でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。 
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 それでは、失礼して座らせていただいて説明

したいと思います。 

○委員長（友枝和明君） どうぞ。 

○長寿支援課長（小林眞二君） それでは、長

寿支援課が所管しております議案第１００号・

平成２４年度八代市介護保険特別会計歳入歳出

決算について御説明を申し上げます。 

 歳入の説明につきましては、八代市特別会計

歳入歳出決算書で、歳出の説明につきまして

は、別冊の２４年度における主要な施策の成果

に関する調書及び土地開発基金の運用状況に関

する調書（その３）にて、説明を申し上げま

す。 

 決算書は、円単位で記載されておりますが、

１０００円単位で説明させていただきます。御

了承ください。 

 それでは、まず、平成２４年度における主要

な施策の成果に関する調書及び土地開発基金の

運用状況に関する調書（その３）の４３３ペー

ジをお願いいたします。 

 まず、決算額で表の下にあります合計欄です

が、歳入合計が１２７億９１５６万円。歳出合

計が１２７億６５０１万６０００円。その下の

歳入歳出差し引き額が２６５４万４０００円と

なっております。 

 また、翌年度へ繰り越すべき財源はございま

せんので、実質収支も同額の２６５４万４００

０円となっております。 

 それでは、表の右側の、歳出の決算額につい

て説明させていただきます。 

 まず、第１款の総務費ですが、平成２４年度

の決算額は３億１６９５万６０００円を支出し

ております。 

 内訳としまして、（１）の一般管理費は介護

保険事業の人件費及び事務費などの経費として

１億８９６５万５０００円。 

 （２）の賦課徴収費は介護保険料の賦課徴収

に必要な経費として８０８万７０００円。 

 （３）の介護認定審査会費は要介護認定の審

査を行います八代市介護認定審査会の運営経費

として２３８３万１０００円。 

 （４）の認定調査費は要介護認定に必要な訪

問調査、主治医意見書作成依頼、認定審査会、

認定結果通知などの事務を行うための経費９５

３８万３０００円でございます。 

 次に、第２款は保険給付費でございます。決

算額は、１２０億８４０５万２０００円を支出

しております。 

 介護給付費の財源内訳につきましては、国庫

支出金が２５％、県支出金が１２.５％、市の

一般会計から１２.５％、２号被保険者の保険

料に当たります社会保険診療報酬支払基金から

の交付金が２９％、第１号被保険者保険料が２

１％と、おおむねこのような構成になっており

ます。 

 事業費の内訳としまして、（１）の介護サー

ビス給付費で１０５億８５８４万４０００円を

支出しております。これは、要介護の１から５

の認定を受けた方の介護給付費で、ヘルパーな

どの訪問介護やデイサービスなどの通所介護、

特別養護老人ホームなどの介護施設でサービス

を受ける施設介護サービス、市町村が許認可、

指導監督の権限を持ち、市町村の裁量で各サー

ビスの整備を行うことのできる地域密着型サー

ビスなどでございます。 

 次に、（２）の介護予防サービス給付費では

７億６０１５万３０００円を支出しておりま

す。これは、要支援１、２の軽度の認定を受け

た方の介護給付費で、先ほど御説明しました

（１）の介護サービス給付費と内容は同じでご

ざいますけれども、軽度認定者であるため、特

別養護老人ホームなどの介護保険三施設の施設

サービスはございません。 

 次の、（３）高額介護サービス費の２億２１

２９万３０００円、それと（４）の高額介護予

防介護サービス費の１５万１０００円は、居宅
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介護サービスまたは施設介護サービスに係る利

用者自己負担額が限度額を超えた場合に、超え

た分を利用者に払い戻すための費用でございま

す。 

 次の、（５）高額医療合算介護サービス費の

２８３９万３０００円、それと（６）の高額医

療合算介護予防サービス費の７万円は、１年間

の医療保険と介護保険の両方のサービスに係る

自己負担額の合計が限度額を超えた場合に払い

戻す費用でございます。 

 次の、（７）審査支払手数料の１５７７万１

０００円は、介護報酬の請求に係る審査及び支

払いを行います熊本県国民健康保険団体連合会

に対する延べ１６万９９７６件分の手数料でご

ざいます。 

 次の、（８）特定入所者介護サービス費の４

億７１７１万５０００円、（９）の特定入所者

介護予防サービス費の６６万２０００円は、特

別養護老人ホームなどの介護保険施設を利用し

た場合、食費と居住費は全額自己負担となりま

すが、低所得者については負担額の上限を設

け、上限を超えた分を介護保険から給付を行う

もので、食費が延べ１万４４２０件、居住費が

延べ５５６１件分を支給しております。 

 次に、第３款・地域支援事業でございます。

決算額は１億５８０１万２０００円でございま

す。 

 地域支援事業は、高齢者が要介護・要支援状

態となることの予防を目的とした介護予防事

業、行政、事業所、地域住民などの多職種相互

が連携し、地域の高齢者やその家族を支援した

り、地域の介護支援専門員いわゆるケアマネジ

ャーの業務の円滑実施を支援する包括的支援事

業、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活が

できるよう多様な生活支援を行う任意事業の３

つの事業で構成されております。 

 財源構成につきましては、介護予防事業で

は、保険給付費と同様に、国２５％、県１２.

５％、市一般会計から１２.５％、２号被保険

者の保険料に当たります社会保険診療報酬支払

基金からの交付金２９％、１号被保険者の保険

料２１％、また、包括支援事業及び任意事業で

は、国が３９.５％、県１９.７５％、市１９.

７５％、１号被保険者２１％となっておりま

す。 

 事業費の内訳としまして、（１）の二次予防

事業で５９万９０００円を支出しております。 

 二次予防事業は、介護予防事業の中で、将来

に介護リスクの高い高齢者を対象とした予防事

業で、基本チェックリストを活用した二次予防

対象者の把握事業や予防教室などを実施してお

ります。 

 次に、（２）の一次予防事業では２４１２万

３０００円を支出しております。 

 一次予防事業は、二次予防事業の対象者には

該当しない高齢者を対象に、いきいきサロン事

業や元気体操教室などの予防事業を実施いたし

ております。 

 次の（３）包括的支援事業は１億２６４万２

０００円を支出しております。 

 包括的支援事業は、認知症サポーターの養成

講座や市内６カ所に設置しております地域包括

支援センターの業務委託などを実施しておりま

す。 

 次の（４）の任意事業では３０６４万８００

０円を支出しております。 

 任意事業は、家族介護支援や相談窓口の確

保、配食サービス、成年後見申し立て支援、住

宅改修支援などを行っております。 

 次に、第４款は、基金積立金でございます。 

 基金積立金では１億３８５万円を支出してお

ります。これは、介護保険財政に財源不足が生

じた場合の財政運営に対応するため、介護給付

費準備基金を設置、運用しておりまして、運用

益である定期預金利子や当該年度の余剰金を、

この財政調整基金に積み立てるものでございま
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す。 

 次の第５款・諸支出金では５８８１万３００

０円でございます。 

 諸支出金は、国や県などから負担金や補助金

が超過交付された場合に生じる返還金や、被保

険者の資格喪失に伴う介護保険料の還付などに

係る返還金でございます。 

 次の第６款・公債費では４３３３万３０００

円を支出しております。これは、平成２１年度

から平成２３年度の第４期介護保険事業計画期

間において、介護給付費の予測以上の伸びか

ら、介護保険財政上、赤字が生じたため、計画

期間の最終年度の平成２３年度におきまして熊

本県財政安定化基金から１億３０００万円の借

り入れを行っており、その借入金の返済となっ

ております。平成２４年度から２６年度までの

３年間で返済をする予定となっております。 

 続きまして、介護保険特別会計の主な事業に

ついて御説明申し上げます。 

 ４３５ページをお願いいたします。 

 まず、地域密着型サービス給付事業ですが、

介護サービスの種類は介護保険法に基づきまし

て定められており、多くは県が許認可、指導・

監査を行う介護サービスとなっておりますが、

平成１８年度の改正によりまして、高齢者がで

きるだけ住み慣れた自宅や地域で生活を維持で

きるよう、市町村が許認可の権限を持ち、市町

村の裁量でサービスの整備が行われます地域密

着型サービスが創設されております。 

 地域密着型サービスの種類は全部で８種類ほ

どございますけれども、現在、本市で行ってい

るサービスは、認知症の方がデイサービスセン

ターなどに通い、入浴、食事などの介護や機能

訓練を受ける認知症対応型通所介護、認知症の

方が共同生活、いわゆるグループホームに入居

しながら介護や機能訓練を受ける認知症対応型

共同生活介護、通所サービスを中心に訪問や泊

まりを組み合わせて、入浴、排せつ、食事など

の介護や機能訓練を受ける小規模多機能型居宅

介護、このほか５種類のサービスを実施をいた

しております。 

 主要施策の４３５ページの中ほどですけれど

も、平成２４年度の決算額です。１２億３９０

万３０００円となっております。前年度の平成

２３年度と比較しますと５９４８万円、率にし

て５.２％の伸びとなっております。 

 事業費の内訳ですけれども、認知症対応型通

所介護が２億５１９万９０００円、小規模多機

能型居宅介護が３億６９７５万３０００円、認

知症対応型共同生活介護が４億７５８５万３０

００円、地域密着型特定施設入居者生活介護が

６１８５万４０００円、地域密着型介護老人福

祉施設入居者生活介護が９１２４万３０００円

となっております。 

 財源につきましては、国県支出金が４億８６

３７万５０００円、市が負担いたします一般会

計からの繰入金が１億５０４８万７０００円、

４０才から６４歳の２号被保険者及び６５歳以

上の１号被保険者の負担する保険料が５億６７

０４万１０００円となっております。 

 続きまして、４３７ページをお願いいたしま

す。 

 次の介護予防地域密着型サービス給付事業

は、要支援１、２の軽度の認定者が利用できる

地域密着型サービスでございます。 

 平成２４年度の決算額が１２９８万８０００

円となっております。 

 ２３年度と比較しますと３０２万５０００

円、率にして１８.８％の減となっておりま

す。 

 減額の理由としましては、サービスの利用件

数が、平成２３年度２７４件から平成２４年度

は２２１件と５３件減少したことによるもので

ございます。 

 事業費の内訳ですが、介護予防認知症対応型

通所介護が８６万７０００円、介護予防小規模
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多機能型居宅介護が１１７９万円、介護予防認

知症対応型共同生活介護が３３万円となってお

ります。 

 財源につきましては、国県支出金５２４万６

０００円、市負担の一般会計繰入金１６２万３

０００円、被保険者からの保険料収入６１１万

９０００円となっております。 

 続きまして、４３９ページをお開きくださ

い。 

 次の、老人社会参加事業から地域支援事業費

の関係になります。 

 まず、老人社会参加事業でございます。 

 この事業は、高齢者が要介護状態、要支援状

態となることの予防を目的として、介護予防に

役立つ地域活動組織の育成及び活動支援を行う

事業で、平成２４年度は２１１９万円を支出し

ております。 

 事業の内訳は、まず、いきいきサロン事業で

１５００万１０００円を支出しております。 

 この事業は、家に閉じこもりがちな高齢者

が、生き生きと健康に暮らせるよう、公民館な

どを利用して、レクリエーションや趣味講座、

教育講座、世代間交流など地域の実情に応じて

開催をいたしております。事業の実施は、八代

市社会福祉協議会に委託しており、昨年度は各

地域の高齢者を対象に、市内２１３カ所で実施

をいたしまして、延べ４万７２３０人の参加実

績となっております。 

 次の、高齢者筋力アップ体操普及事業の３４

８万９０００円は、高齢者の転倒や閉じこもり

予防を目的として、市内１８カ所で、やつしろ

元気体操教室を開催し、筋力向上トレーニング

を実施するとともに、ボランティア育成や支援

を行っております。教室の運営は、平成２４年

度より市内６カ所にあります地域包括支援セン

ターに委託しております。昨年度の実績は、延

べ５８７回開催いたしまして、延べ７８１７人

の参加者がございました。 

 次の社会参加事業委託の２７０万円は、趣味

講座や文化伝承活動について、市の老人クラブ

連合会に委託し実施しております事業で、高齢

者のみずからの生きがいを見出すとともに、趣

味講座で修得したことを地域に還元し、地域と

の交流を図ることを目的に実施しております。

趣味講座については年に延べ５００回、文化伝

承事業については年に延べ４０回開催をしてお

ります。 

 財源内訳につきましては、国県支出金が７９

４万６０００円、一般会計から繰入金２６４万

９０００円、被保険者からの保険料収入１０５

９万５０００円となっております。 

 次に、４４１ページです。 

 次の介護給付等費用適正化事業では１４９万

４０００円を支出しております。 

 この事業は、介護給付の適正化を図ることで

利用者に対する適切な介護サービスを確保する

とともに、不適切な給付を削減し、持続可能な

介護保険制度の構築と市民からの行政に対する

信頼感を高めることを目的に、介護支援専門員

が作成した介護サービスのケアプランの点検、

サービス利用者への利用実績をはがきにより通

知することなどを行っております。 

 主な経費は、介護給付、介護予防給付費実績

通知書の発送経費として、はがき印刷代及び郵

便料で６７万６０００円、介護給付支援システ

ム使用料８１万８０００円となっております。 

 財源内訳は、国県支出金が８８万５０００

円、一般会計繰入金２９万５０００円、被保険

者の保険料収入３１万４０００円となっており

ます。 

 続きまして、４４３ページです。 

 家族介護支援事業でございます。家族介護支

援事業では６２２万７０００円を支出いたして

おります。 

 この事業は、地域の高齢者が住み慣れた地域

で安心してその人らしい生活を継続できるよう
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にするため、高齢者及び要介護被保険者を介護

する家族などに対し支援を行う事業でございま

す。 

 事業費の内訳としまして、介護技術教室事業

で２９万４０００円です。 

 この事業は、要介護者を介護する家族に対

し、適切な介護知識、技術の習得などを図るた

め、介護技術教室を年１８回開催をいたしてお

ります。 

 次の、家族介護者交流事業では５４万円を支

出しております。 

 この事業は、介護に関する専門的知識や情報

の提供、講演等を行い、また参加者同士の語り

合いなどを含めて仲間づくりや、日ごろの介護

からのストレスの発散の場を提供する事業でご

ざいます。地域包括支援センターに委託してお

りまして年１８回実施しております。 

 次の、家族介護用品支給事業では５２６万１

０００円を支出しております。 

 この事業は、家族介護者の経済的な負担を軽

減するため、在宅で６５歳以上の要介護３、

４、５の家族を介護している住民税非課税世帯

を対象に、紙おむつ、尿取りパッドなどの介護

用品を支給する事業でございます。昨年度は７

３０人の利用があっております。 

 次の、高齢者短期入所事業では１３万１００

０円を支出しております。 

 この事業は、６５歳以上で要介護認定におい

て非該当の方を対象に、独居で、病気や災害な

どで一時的に介護が必要になった場合、または

同居で、同居者が一時的に介護ができない場合

に、施設へ一時的に入所を受け入れるものでご

ざいまして、日奈久にあります八代市立保寿寮

で実施をいたしております。 

 財源内訳につきましては、国県支出金が３６

８万９０００円、一般会計からの繰入金１２３

万１０００円、被保険者の保険料収入１３０万

７０００円となっております。 

 次に、４４５ページをお開きください。 

 地域自立生活支援事業では２２９２万５００

０円を支出いたしております。 

 この事業では、地域の高齢者が、住み慣れた

地域で安心して自立した生活を継続できるよう

にするため、高齢者の安否確認や権利擁護、住

宅改修支援などの事業を行っております。 

 事業費の内訳は、安心相談確保事業で１２０

４万８０００円です。 

 この事業は、おおむね６５歳以上の独居高齢

者に対し、緊急時に備え緊急通報装置を貸与、

設置し、緊急時の対応や定期的に高齢者の安否

確認を行うものです。事業の運営は、アズビル

あんしんケアサポート株式会社に委託しており

ます。昨年度は、利用者数４８３人、相談件数

９７９件の実績となっております。 

 次の、食の自立支援事業委託では８４１万円

を支出しております。 

 この事業は、食事の支度をすることが困難な

６５歳以上の独居または高齢者世帯等に対し、

居宅へ食事の配達を行い、あわせて安否確認も

行うものです。事業の実施は、市内５件の事業

所に委託をしておりまして、昨年度は月平均２

１７人の利用者があり、年間延べ２万５８２４

食の配食実績となっております。配食サービス

は、昼食または夕食のいずれか週３回を限度に

行っており、配食に係る運送費を市が負担して

おります。 

 次の、成年後見制度利用支援事業では３９万

３０００円を支出しております。 

 この事業は、成年後見制度利用が必要な高齢

者に対し、市長による成年後見制度の申し立て

を行うもので、昨年度は７人の利用者数となっ

ております。 

 次の、住宅改修支援事業補助金では１３万２

０００円を支出しております。 

 この事業では、介護サービスの住宅改修の申

請に、改修の必要性を認める理由書を作成した
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介護支援専門員などに１件当たり２０００円の

支援費を助成をいたしております。昨年度は６

６人の利用実績があっております。 

 次の、福祉電話設置事業経費では２万１００

０円を支出しております。 

 この事業は、電話加入権のない６５歳以上の

独居高齢者に対し、孤独感の緩和及び安否確認

を行うため、電話加入権を貸与しており、昨年

度は３２名の方が利用されております。 

 次の、２４時間対応相談窓口設置委託では１

９２万円を支出しております。 

 この事業は、地域住民の利便性を考慮し、山

間部の坂本町と泉町の２カ所にあんしん相談セ

ンターを設置しており、そのための相談窓口設

置業務委託料でございます。業務の内容といた

しましては、高齢者の各種相談業務を行い、地

域包括支援センターへつなぐための窓口として

の役割を担っております。坂本町は一灯苑、泉

町は社会福祉協議会に委託をいたしておりま

す。 

 財源内訳は、国県支出金１３５８万３０００

円、一般会計からの繰入金４５２万８０００

円、保険料収入が４８１万４０００円となって

おります。 

 以上が歳出の主な内容でございます。 

 次に、歳入でございますけれども、歳入につ

きましては特別会計歳入歳出決算書のほうで説

明したいと思います。 

 ６６から６７ページをお開きください。 

 決算書の、まず、６７ページのところなんで

すけども一部誤りがございましたので御修正を

お願いします。 

 ６７ページ右側の備考欄の中ほどになります

けれども、介護給付費交付金（１００分の３

０）３億５２３１万７０００円という記載がご

ざいますけども、ここの交付割合の部分が正し

くは、１００分の３０ではなく、正しくは１０

０分の２９でございます。２９として修正いた

だきたいと思います。 

 また、３行下の地域支援事業支援交付金、こ

れについても同様でございます。１００分の３

０のところが、正しくは１００分の２９という

交付割合となっております。 

 この交付割合につきましては、２３年度まで

が３０％、２４年度に２９％に変更されており

まして、確認ミスでございます。まことに申し

わけございませんでした。 

 それでは、歳入の説明ですけれども、収入済

額で申し上げます。 

 款の１、保険料でございますが、目１・第１

号被保険者保険料で収入済額が２２億５８６３

万６０００円でございます。 

 節１・現年度分特別徴収保険料として２０億

５４６２万６０００円を徴収いたしておりま

す。これは、６５歳以上の第１号被保険者が、

年金天引きにより納付する保険料でございま

す。 

 節２・現年度分普通徴収保険料では１億９７

４０万３０００円を徴収し、その収納率は８

５.１％となっております。 

 また、平成２４年度の特別徴収及び普通徴収

を合わせた現年度の収納率は９８.５％で昨年

から０.１％下がっております。 

 節３は滞納繰越分保険料で６６０万６０００

円を徴収いたしております。 

 また、時効によります不納欠損処分を１９８

９万８０００円いたしております。 

 款２・使用料及び手数料で滞納者に対する督

促手数料といたしまして４９万６０００円でご

ざいます。 

 款３・支払基金交付金では、目１の介護給付

費交付金といたしまして介護給付費の２９％

分、３５億４４５２万円、また、目２の地域支

援事業支援交付金では介護予防事業費の２９％

分の９６６万８０００円を収入したところでご

ざいます。 
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 次に、第４款・国庫支出金、項１の国庫負担

金、介護給付費負担金では２１億８２４９万５

０００円でございます。国庫負担金の割合は施

設介護給付費の１５％と、居宅などその他の介

護給付費２０％となっております。 

 項２・国庫補助金では１０億２３０２万円を

収入しております。 

 目１の調整交付金で９億６１６９万４０００

円。これは、市町村格差による介護保険財政の

不均衡を是正するための交付金でございます。 

 目２・地域支援事業交付金は、介護予防事業

費としまして、事業費の２５％分の７４９万５

０００円でございます。 

 目３・地域支援事業交付金の包括的支援事業

・任意事業分としまして、事業費の３９.５％

分の５３８３万円を収入いたしております。 

 ６８、６９ページをお願いいたします。 

 次に、第５款・県支出金、項１・県負担金、

目１・介護給付費負担金では１７億６２６０万

５０００円となり、給付費に対する県の負担割

合は、施設介護給付費の１７.５％と、居宅な

どその他の介護給付費の１２.５％となってお

ります。 

 項２の県補助金では、目１の地域支援事業交

付金の介護予防事業として、事業費の１２.５

％分の３７４万７０００円を収入いたしており

ます。 

 目２・地域支援事業交付金の包括的支援事業

・任意事業分としまして、事業費の１９.７５

％分の２６９１万５０００円を収入いたしてお

ります。 

 項３の財政安定化基金支出金では、目１の財

政安定化基金交付事業交付金として９５２６万

４０００円を収入いたしております。この交付

金は、全国的な第５期の介護保険料の上昇を抑

制するため、都道府県が所管しております財政

安定化基金の３分の１を取り崩しまして、各市

町村に交付したもので、平成２４年度のみの臨

時的な交付金となっております。 

 款６・財産収入では２３万９０００円でござ

います。介護給付費準備基金の定期預金利子で

ございます。 

 款７・繰入金で１８億５３１７万３０００円

を収入しております。 

 目１の一般会計からの繰入金でございます

が、節１介護給付費の繰入金としまして１５億

７６４万９０００円。これは、介護給付に対し

ます市の負担割合１２.５％分でございます。 

 節２・地域支援事業繰入金は、介護予防事業

分としまして負担割合は同じく１２.５％の３

０９万円でございます。 

 次に、７０、７１ページをお願いいたしま

す。 

 節３・地域支援事業繰入金は、包括的支援事

業及び任意事業分として、市の負担割合１９.

７５％の２６３１万８０００円を繰り入れてお

ります。 

 次に、節４のその他の一般会計繰入金の３億

１６１１万４０００円は、介護保険特別会計の

事務費分の１億２９７４万６０００円及び人件

費分の１億８６３６万８０００円でございまし

て、これらは一般会計の繰入金、全てルール分

として繰り入れております。 

 次の、第８款・繰越金です。平成２３年度か

らの繰越金は２６９７万６０００円でございま

す。 

 続きまして、第９款・諸収入のうち項３・雑

入、目１・第三者納付金で３０万円を収入して

おります。 

 これは、交通事故などにおきます加害者から

の損害賠償金で、本来、交通事故の場合、加害

者が被害者に対して直接賠償すべきものでござ

いまして、医療と同様、介護保険は原則使えま

せん。しかし、申し出によりまして、交通事故

等による介護サービスの利用があった場合は、

保険者が介護サービス費を一時立てかえ、その
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後、過失割合により、第三者、加害者より、そ

の介護サービス費を負担してもらうものでござ

います。 

 目３・雑入の３４９万８０００円は、認定情

報提供料１０万６０００円、介護報酬返還金３

０９万８０００円及び加算金２万８０００円、

臨時・嘱託職員雇用保険料の市立てかえ分１７

万８０００円などが主なものでございます。 

 なお、７１ページに収入未済額が１８７５万

９０００円ありますが、これは、７３ページの

備考欄の収入未済額の内訳がございます。これ

は、介護報酬の返還金１３３４万４０００円と

加算金５４１万５０００円でございます。 

 この返還金は、八代市と宇城市の２つの介護

保険事業所が厚労省の運営基準に基づかない事

業を行いまして、介護報酬を不正に受給したた

め、加算金を含めた市への返還金でありまし

て、その残額分でございます。この残額につき

ましては、八代市にあります業者は月々の返済

計画を提出させ、分割で現在返済を受けること

になっておりますけれども、宇城市にございま

す業者につきましては、返済に応じていただけ

ないことから、熊本地裁に対しまして介護報酬

返還請求訴訟を行う予定としておりまして、先

日の９月議会にて訴訟費用の補正を行ったとこ

ろでございます。 

 以上で、議案第１００号・平成２４年度八代

市介護保険特別会計歳入歳出決算についての説

明を終わらせていただきます。 

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（友枝和明君） ただいまの説明につ

いて質疑を行います。 

○委員（福嶋安徳君） はい、委員長。 

○委員長（友枝和明君） 福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） はい。４４５ページ、

自立生活支援事業ですけれども、これ、食の支

援事業なんですけども、これ、どういった方々

に食を支給しておられるのか。 

 それと、この後見人制度というのは、どうい

った制度なのか、それをちょっと教えてくださ

い。 

○委員長（友枝和明君） 野田長寿支援課長補

佐。 

○長寿支援課長補佐兼地域支援係長（野田章浩

君） はい。長寿支援課の野田でございます。

よろしくお願いします。 

 済みません、食の自立支援事業の件なんです

けども、こちらのほうは食事の準備や調理等が

困難な高齢者を対象にしております。対象とし

ましては、６５歳以上の単身高齢者または高齢

者のみで生活される方になります。あわせて、

配食事業者に委託してるんですけども、安否確

認もあわせて行うようにしております。 

 次に、成年後見制度利用支援事業なんですけ

ども、これは、認知症等によって判断能力の低

下が見られる高齢者を対象に、適切な介護サー

ビスとかですね、財産管理並びに法律行為等の

支援を目的とした成年後見制度の活用というふ

うになっております。 

 市長申し立てにつきましては、親族を一応調

べるんですけども、四親等以内で誰も、その何

と言いますか、支援する人がいないといった場

合には市長がもうかわって申し立てをすると、

それに伴って裁判所のほうが一応後見人を指名

するというふうになっております。 

 以上です。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） この食のほうについて

は、これは申し入れをする制度なんですかね。 

 それと、後見人については四親等以内という

ことで、そういった四親等以内の中にも身分の

保証というのが、やっぱりきちっと、やっぱり

制度を調べてからするわけですか。 

○委員長（友枝和明君） 野田長寿支援課長補

佐。 
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○長寿支援課長補佐兼地域支援係長（野田章浩

君） １点目の配食に関しましては、一応申請

をしていただきます。内容としましては、週３

回、３食ですね、昼食か夕食かの一応助成とい

う感じになります。 

 次に、成年後見制度につきましては、一応申

し立てが、申請があった時点でですね、一応戸

籍だとか全部調べまして、その対象者の方に全

て通知を出します。同意してもらえるかどうか

の話をですね、支援してもらえるかどうかを。

その判断に基づいて、一応決定するという形に

なっております。 

○委員（福嶋安徳君） はい、わかりました。 

○委員長（友枝和明君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。４３９ページの

老人社会参加事業ですが、いきいきサロンと高

齢者筋力アップ、社会参加事業、いろいろあり

ますが、この参加人数の中の男女の内訳ってい

うか、大体でよろしいんですが、どれぐらいの

比率でありますか。 

○長寿支援課長（小林眞二君） 委員長。 

○委員長（友枝和明君） 小林長寿支援課長。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい。申しわ

けございません。全体数はですね、資料として

準備しておりますけども、男女の内訳はちょっ

と今のところ準備しておりません。申しわけご

ざいません。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。ぜひですね、男

女の内訳を聞きたかったんですよ。というの

が、社会参加の趣味講座、これは文化祭とかで

よく御披露されるところありますが、女性の方

々が非常に多いなと思って、非常に皆さん明る

くですね、背筋伸ばしてきれいにお化粧してで

すね、生き生きされているのがよくわかってで

すね、非常にいい講座だなと、そのお披露目だ

なというふうに思いましたが、この中で男性の

方が非常に少ないのがですね、思ったんですよ

ね。それで、全体の長生きの方々っていった

ら、女性の方々が多いんでしょうが、まだまだ

６５歳以上っていうふうに年齢幅を広げたら、

男性の方もかなりまだまだお元気でいらっしゃ

ると思うんですよね。そういう男性の方々がこ

ういう事業に取り組みたいと思ってらっしゃる

のかなと。そこで比率がどれぐらいあるのかな

というふうにお聞きしたかったんですが。ぜ

ひ、その点もですね、調べられてですね、男性

の方々が少なければ、どういうふうな取り組み

でどういったものを持ってくれば、高齢者の男

性の方々もそういった事業に入っていただい

て、健康増進を考えていただけるかなというこ

ともぜひ考えていただきたいなと思います。 

 そしてですね、全体的にこれらのことを、ど

う効果を、どういうふうに捉えてらっしゃるか

なと思うんですが、その点はいかがでしょう

か。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 小林長寿支援課長。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい。男性の

参加の取り組みにつきましてはですね、男女の

構成比を調べてですね、今後取り組みをしてい

きたいと思います。 

 それと、この事業でどれぐらいの効果がある

かということなんですけど、どれもですね、数

字ではかれるようなものではございませんの

で、なかなか具体的にお示しすることはできな

いと思うんですけども、やはり高齢者の方がで

すね、今後ますますお元気でですね、おられる

ためには、やはり生きがいづくりであるとか、

健康づくりですね、そういったものを取り組ん

でいただかないとならないと。これは私どもの

ほうからは、そういった場をどんどんと提供す
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る必要があるというふうに思っておりますの

で、これらの事業をですね、継続的に続けてい

きたいと思っておりますし、また、拡充できる

部分はですね、拡充していきたいというふうに

思っております。 

 以上です。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 前川委員。 

○委員（前川祥子君） ぜひ、これはですね、

積極的に取り組んでいただいて、独居老人の方

々がふえておりますので、こういった場に皆さ

ん方が参加されて、体の健康もそうですが、そ

れぞれの話をできるような場を持っていただく

ことによって、心の健康っていうのにもつなが

ってくると思うんですね。そういうことによっ

て認知症も減ってくるんではないかなというふ

うに期待いたしますので、ぜひよろしくお願い

いたします。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） はい。自立生活支援の

ほうなんですけれども、４４５ページの。こ

れ、住宅改修事業についてなんですけれども、

もうちょっと金額的には多いかなと思ったんで

すけども、これは１件について幾らぐらいの補

助があるんでしょうか。６６人あるんですけれ

ども、金額的には余り大して多くないような気

がいたします。それで、どういった方向につい

て補助を出しておられるのか伺います。 

○長寿支援課介護給付係長（吉田 浩君） 委

員長。 

○委員長（友枝和明君） 吉田長寿支援課係

長。 

○長寿支援課介護給付係長（吉田 浩君） は

い、ただいまの御質問でございますが、住宅改

修支援事業の補助金１３万２０００円につきま

しては、介護保険制度の２０万円の住宅改修と

は異なるものでございます。 

 この１３万２０００円は１件２０００円とい

う金額になっておりますが、ケアマネジャーが

居宅サービスであったり施設サービス、デイサ

ービスを使い分けていないとか、ホームヘルパ

ーの派遣、そういったものを使っていらっしゃ

らない方に対するものでございまして、本来な

らば、ケアマネジャーの業務の中に住宅改修支

援というのは含まれているんですが、そういう

方につきましては、給付管理を行わない、ある

いはサービス事業者との連携調整を行わないと

いうことで２０００円という分が支給される

と。本来であれば、居宅介護支援費の要介護

１、２の方には一般的には１カ月１０００単

位、要介護３、４、５の方には１カ月１３００

単位というのが給付されることになっているん

ですが、何も利用がなく、給付管理も行わない

という方につきましては、ケアマネジャーの業

務といたしまして、理由書作成に当たり１件２

０００円を支給するというふうになっておりま

す。 

 以上です。 

○長寿支援課長（小林眞二君） 委員長、ちょ

っと補足をさせていただいてよろしいでしょう

か。 

○委員長（友枝和明君） 小林長寿支援課長。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい。ただい

まの説明、ちょっと補足をいたします。 

 住宅改修といいますのは、介護給付費の中で

含まれておりまして、１件当たり２０万円とい

うことになっております。 

 ここで上がっております金額としまして１件

２０００円というのは、その申請をする際にケ

アマネジャーが作成する書類の手数料として１

件２０００円ということですので、ここでは金

額はそう上がっていないということです。 

 以上です。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 福嶋委員。 
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○委員（福嶋安徳君） それで、こん住宅の改

修の２０万円を申請するに、その手数料とし

て、これが上がっとるということですか。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 小林長寿支援課長。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい。そうで

ございます。 

○委員（福嶋安徳君） ああ。わかりました、

はい。で、えらい少なかなと思った。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。４４３ページ

の家族介護支援事業についてお尋ねをしたいん

ですが。介護保険事業が始まった当時は、非常

にこう、施設介護といったところで建物を建て

て、そこで介護していくというふうなことが主

流になってきた中で、だんだん地域状況、社会

状況を経る中で、地域密着型であるとか、家族

介護ですよね、在宅介護といったところへだん

だん移行してきているような流れがあります。

そういった中で、この家族介護支援事業という

のがですね、非常にこう重要になってきている

なと。同じ介護保険を納めながら、施設に入る

と非常にこうサービスなり何なりが受けられる

んだけれども、在宅介護というふうになってく

ると非常に家族の負担も含めてですね、重いっ

ていうふうなのが、ここ近年特に言われてきて

いる中身だろうというふうに思います。そのよ

うな中で、この家族介護支援事業っていうのは

ですね、ますます重要になってくるんじゃない

かっていうふうに思うんですけれども、そこら

あたりはどのように認識されているか。まず、

現状認識をお聞かせください。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 小林長寿支援課長。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい。ただい

まですね、お話あったとおりでございますけれ

ども、今、国のほうでもですね、今後の方針と

しましては、施設から在宅へというような考え

方で、在宅の医療の充実であったりとか、在宅

の介護の充実、そして、そういった介護と医療

の連携ですね、そのほか、さまざまな生活支

援、サービスを一括して提供できるような体制

づくりを目指すというふうにされておりますの

で、第６期のですね、２７年度以降の介護保険

事業計画に向けて、今、国のほうが具体的な議

論を進められているところだと思いますので、

その方針がですね、どういったふうに示される

のかというのは今後のことでございますので、

そういった国の動きを注視しながら、本市にお

きましてもですね、その流れに即しまして体制

づくりをしていかなければならないというふう

には考えております。 

 以上です。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。今回、そうい

った意味では不用額が２００万程度出てますよ

ね。これは、その理由について、ちょっと教え

てもらっていいですか。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 小林長寿支援課長。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい。まず、

予防事業に第２次予防と第１予防というのがあ

るんですけども、この第２次予防の部分でです

ね、この対象者の方っていうのは介護認定を申

請されて、それに該当されなかったと、介護に

認定されなかった方、それと、７５歳以上の方

に全員チェックリストっていうのをお送りしま

して、それを返送してこられた中で、その中身

を見ましてですね、この方々にはそういった支

援が必要だと、予防のですね、必要だっていう

方々を、対象者を絞りましてですね、対象者リ

ストをつくるわけなんですけれども、それをも

とに包括支援センターのほうから直接ですね、

出向いていただいて、介護予防の事業に御参加
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されませんかとか御案内するんですけれども、

なかなかまだ実際お元気であるということで、

まだまだ私はいいというふうなことで、参加し

ていただけないという部分でですね、予定した

ものよりもちょっと予算が余ってしまったとい

うことです。 

○委員（幸村香代子君） はい、わかりまし

た。 

○委員長（友枝和明君） いいですか。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。直接、その財政

の部分とは関係がないんですけども、認定審査

の部分でお尋ねをしたいんですけど、まず、介

護認定を受けられるために認定審査会にかかる

わけですけど、申請を上げられた方が全て認定

されたかどうかっていう点について、件数を御

紹介いただきながら御説明いただけますか。 

○長寿支援課長補佐兼審査認定係長（西田裕一

君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 西田長寿支援課長補

佐。 

○長寿支援課長補佐兼審査認定係長（西田裕一

君） 西田でございます。よろしくお願いいた

します。２４年度の実績でございますが、審査

会での審査件数が９６７８件ございました。こ

のうち、非該当になられたケースが０.８％に

当たります７３件ございました。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。ありがとうござ

います。 

 それとですね、認定をいただかないと、この

制度も活用できないということで、心待ちにし

ておられる方がたくさんおられるわけですよ

ね、早く制度を活用したいと。どやんなっとる

状況だろかということで、申請から認定審査会

まで大体どの程度で、御本人さんに、申請をさ

れた方に介護認定の通知っていうのが出ている

のかってところをお聞かせいただけますか。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 小林長寿支援課長。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい。制度の

中でですね、申請を受けてから３０日をめどと

してですね、認定の結果を出さなければならな

いという規定がございますので、本市としまし

ても、その３０日をめどにですね、結果を出す

ようにいたしております。ほぼ３０日前後で今

結果が出ているのかなと思いますけれども、そ

の結果が出ればすぐにですね、御本人様に通知

を差し上げているというような状況でございま

す。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。３０日前後とい

うことで、そういう場合をはずれるようなとき

には、できればそういった状況をですね、申請

者の方に一旦御連絡いただくということも必要

かと思いますので、その点、御配慮をお願いで

きればというふうに思っております。 

 それと、先ほど件数のほう御紹介いただいた

んですけども、認定審査会と申請をされた方

が、やっぱり思いが一つにならないとですね、

やはりこう、いかぬと言いますか、何と言うの

かな、要介護度が申請者はまだ重いというよう

なことを思っとられることもあるのかなと思う

んですが、そういった認定審査会と申請者のほ

うのずれっていうんですかね、そういった件数

は出てきておりませんか。例えば、不服申し立

てっていうんですかね、そういったものがあっ

たのか、なかったのか。そのあたりをお知らせ

いただければと思います。 

○委員長（友枝和明君） 小林長寿支援課長。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい。まず最
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初の、認定の結果が遅れる場合のお知らせの件

なんですが、ただいま、今もですね、例えば申

請されて、ちょっと病気になって入院されたと

かということで調査にちょっと行けないとかで

すね、いうケースも出てまいりますので、そう

いった場合にはですね、遅れますよという通知

は現在も行っております。 

 それと、２点目なんですけれども、確かにで

すね、御本人さんの考えていらっしゃる介護度

とですね、出てくる結果とそぐわないというよ

うなですね、御意見もたまにございますけれど

も、今のところ、２４年度に関しましては不服

審査の申し立てはなかったと思います。ござい

ませんでした。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。今後も適正、適

正って言いますか、審査を行われると思います

けれども、万が一、そういうずれが生じるよう

なときがあったときにはですね、お互いの思い

を尊重していただきながら、適切な対応をとら

れるようにお願いをしときたいというふうに思

います。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 小林長寿支援課長。 

○長寿支援課長（小林眞二君） はい。そのよ

うにしたいと思います。今もですね、御相談が

あった場合に再申請もできますので、そちらの

ほうはいかがですかというふうな御案内をしな

がらですね、対応しているところでございま

す。 

○委員（大倉裕一君） はい。ありがとうござ

います。 

○委員長（友枝和明君） ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 以上で議案第１００

号・平成２４年度八代市介護保険特別会計決算

についての質疑を終わります。 

 小会します。（｢ありがとうございました｣と

呼ぶ者あり） 

（午後３時５６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５７分 本会） 

○委員長（友枝和明君） 本会に戻します。 

 それでは、以上で本日の日程は全て終了いた

しました。 

 次回の委員会は、１１月１１日月曜日、午前

１０時開会となっております。よろしくお願い

いたします。 

 それでは、これをもちまして、本日の決算審

査特別委員会を散会いたします。 

（午後３時５７分 閉会） 
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